
予算特別委員会会議記録 

 

予算特別委員長  大友 栄二   

 

１ 日 時 

   令和７年３月１４日（金） 午前１０時００分から 

                午後 ３時０９分まで 

 

２ 場 所 

   本会議場 

 

３ 出席した委員の氏名 

志村学、御手洗吉生、桝田貢、穴見憲昭、岡野涼子、中野哲朗、宮成公一郎、 

首藤健二郎、清田哲也、今吉次郎、阿部長夫、小川克己、太田正美、森誠一、 

大友栄二、井上明夫、木付親次、三浦正臣、古手川正治、元吉俊博、麻生栄作、 

阿部英仁、御手洗朋宏、福崎智幸、吉村尚久、若山雅敏、成迫健児、高橋肇、 

木田昇、二ノ宮健治、守永信幸、原田孝司、玉田輝義、澤田友広、吉村哲彦、 

戸高賢史、猿渡久子、堤栄三、末宗秀雄、佐藤之則、三浦由紀  
 

４ 欠席した委員の氏名 

   後藤慎太郎  
 
５ 出席した執行部関係者の職・氏名 

   企画振興部長 若林拓、生活環境部長 島田忠 ほか関係者 

 
６ 会議に付した事件の件名 

   別紙次第のとおり 
 
７ 会議の概要及び結果 

（１）第１号議案令和７年度大分県一般会計予算について審査を行った。 
 
８ その他必要な事項 

   な し 
 
９ 担当書記 

   議事課委員会班 主査       坂口泰弘 
議事課委員会班 課長補佐（総括） 秋本昇二郎 

  



予算特別委員会次第 

 

日 時：令和７年３月１４日（金）１０：００～ 

場 所：本会議場               

 

１ 開  会 

 

 

２ 歳出予算審査 

（１）生活環境部関係 

①予算説明    

②質疑・応答 

（２）企画振興部関係 

   ①予算説明 

   ②質疑・応答 

 

 

３ 閉  会 
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別 紙 

会議の概要及び結果 

今吉副委員長 ただいまから、本日の委員会を

開きます。 

まず、審査に入るに先立ち、１３日午前の商

工観光労働部での審査において、森委員から要

求された資料について、ＳｉｄｅＢｏｏｋｓ（

サイドブックス）に格納したので報告します。 

それでは、この際付託された予算議案を一括

議題とし、これより生活環境部関係予算の審査

に入ります。 

執行部に申し上げます。説明は主要な事業及

び新規事業に限り、簡潔かつ明瞭にお願いしま

す。 

それでは生活環境部関係予算について、説明

を求めます。 

島田生活環境部長 それでは第１号議案令和７

年度大分県一般会計予算のうち、生活環境部に

関する予算について御説明します。タブレット

を御覧の際は、画面右下に青い通知が出たら、

タッチすることで該当ページに移動することが

できますので、よろしくお願いします。 

では、お手元の令和７年度生活環境部予算概

要の７ページを御覧ください。当部の当初予算

一般会計の概要について、予算のポイントを説

明します。 

まず、安心分野についてです。（１）災害対

策・危機管理においては、孤立集落対策や被災

者支援、応援・受援体制の強化など防災対策の

強化に取り組むとともに、消防団員の確保・育

成など消防力の充実強化を図ります。 

（２）環境保全では、県民一人一人の主体的

な行動を促すとともに、温室効果ガスの排出削

減や廃棄物の再資源化、豊かな自然を生かした

新たな魅力の創出等に取り組み、環境先進県お

おいたの実現を目指します。 

（３）人権・共生社会では、ＮＰＯと多様な

主体との連携を促進するため、ＮＰＯへの伴走

支援や災害時の協働体制の強化に取り組むほか、

インターネット上やＡＩ利用による人権侵害な

ど新たな人権問題に取り組みます。 

（４）治安・県民生活では、交通安全対策や

消費者啓発、動物愛護の推進、食育の充実に取

り組みます。 

続いて、元気分野です。（１）人材確保・育

成では、女性に魅力的な職場づくりに取り組む

企業を支援するほか、女性活躍の機運醸成に向

けて、経営層・女性・次世代への啓発も行いま

す。 

最後に、未来創造分野についてです。（１）

カーボンニュートラル・ＧＸでは、ＥＶ充電設

備などのインフラ整備や企業活動のカーボンニ

ュートラル化の支援に取り組みます。 

続いて８ページ、令和７年度生活環境部予算

を御覧ください。今回お願いしている生活環境

部の当初予算額は、表の左から２列目、予算額

（Ａ）欄の中ほど、生活環境部の計にあるとお

り９３億１，４４９万６千円です。 

これを同じ行の右から３列目、６年度当初予

算額（Ｂ）の６６億５，２４６万５千円と比較

すると、額にして２６億６，２０３万１千円、

率にして４０．０％の増となります。これは防

災ヘリコプターの更新等による事業費の増が主

な要因となっています。 

続いて、当部の個別事業の概要について御説

明します。２０ページをお願いします。 

避難所運営体制強化事業費、予算額は３４３

万円です。 

この事業は、避難生活における良好な生活環

境の実現を図るため、避難所でのルールづくり

や困りごとに関する助言等、避難所運営を支援

する避難所運営コーディネーターの養成や市町

村との連携強化に向けた検討会を開催するもの

です。 

次に３１ページをお願いします。事業名欄の

一番下、祖母・傾・大崩ユネスコエコパーク活

用プロモーション事業費、予算額は７９５万４

千円です。 

この事業は、ユネスコエコパークの豊かな自

然を活かした新たな魅力の創出を図るものです。
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ユネスコエコパークエリア内の自然や暮らしに

まつわる体験型スタンプラリーを実施するとと

もに、体験スポットと食を組み合わせたモデル

コースを造成し、これらをパンフレット等で情

報発信するなどにより、エリアへの誘客につな

げます。 

次に３３ページをお願いします。事業名欄の

一番上、グリーンアップおおいた推進事業費、

予算額は２，４６７万９千円です。 

この事業は、環境先進県おおいたの実現を目

指すため、グリーンアップおおいたを県民総参

加で展開するものです。具体的には、環境啓発

イベントであるグリーンアップおおいたデイの

開催のほか、エコマーク等の環境ラベル収集を

通じて環境に優しい商品選択の習慣化を小学生

に促すグリーンアップおおいたチャレンジ、再

配達時に発生するＣＯ２を削減するため宅配ロ

ッカー等の利用を促す宅配１回受取キャンペー

ンなどを実施します。 

次に３４ページをお願いします。事業名欄上

から二つ目、おおいたグリーン事業者認証推進

事業費、予算額３，８５２万円です。 

この事業は、県内事業者の事業活動における

環境負荷を低減するため、脱炭素・脱プラスチ

ックに取り組む事業者を認証し、効果的な取組

を支援するものです。令和７年度は新たに、グ

リーン事業者に対して商用軽ＥＶ及びその充電

器の導入補助を行うほか、ＣＯ２削減量等を目

標に定め、その達成状況と金利が連動する融資

制度、大分県版サステナビリティ・リンク・ロ

ーンの枠組みを構築することで県内事業者の脱

炭素化を支援していきます。 

次に４８ページをお願いします。女性が輝く

おおいたづくり推進事業費、予算額５，３００

万２千円です。この事業は、女性が活躍し男女

が共に働きやすい社会の実現を図るため、経済

団体や市町村等と連携しながら女性活躍の推進

に取り組むものです。令和７年度は新たに女性

が働きやすく活躍できる魅力的な職場を創出す

るため、女性の継続就労や職務領域の拡大に向

けた労務環境の改善に取り組むおおいたキャリ

エール認証企業を支援し、企業等の積極的な取

組を後押ししていきます。 

次に５８ページをお願いします。事業名欄の

一番上、動物愛護協働推進事業費、予算額３，

１１８万７千円です。 

この事業は、動物愛護精神の涵養を図り、犬

猫の殺処分を減少させるため、動物愛護センタ

ーでの拠点型不妊去勢手術や市町村が行う不妊

去勢手術費助成事業に対する補助などを行うも

のです。令和７年度は新たに、ペット同伴避難

を推進するため、ルールづくりに向けた研修会

や大規模災害発生時に放浪犬を一時保護するた

めの備品を動物愛護センター内に整備します。 

次に６９ページをお願いします。事業名欄の

上から２番目、小規模集落等水源整備支援事業

費、予算額２，４００万円です。 

この事業は、小規模集落等の水問題を解決す

るため、新たな水源確保等に取り組む市町村に

対して補助するものです。困窮度が高く早急な

整備が必要な地区の施設整備を支援することに

より、生活の基盤となる水を確保し、地域活力

の維持につなげていきます。 

次に８０ページをお願いします。事業名欄の

一番上、循環社会構築加速化事業費、予算額７，

０９４万円です。 

この事業は、循環型社会の形成に向けて廃棄

物の減量・再資源化を促進するため、優良産業

廃棄物処理業者の育成や処理業者向けセミナー

の開催等を行うものです。令和７年度は新たに、

循環経済への移行を推進するため、再資源化可

能な廃棄物の広域・効率的な収集体制の確立に

取り組む団体を支援するとともに、ＤＸ等を活

用した産業廃棄物の再資源化の効率化・高度化

等への取組を支援します。 

 次に９３ページをお願いします。事業名欄の

上から３番目、防災・減災対策加速化支援事業

費、予算額は１億５千万円です。 

この事業は、災害に強い人づくり・地域づく

りを推進するため、市町村などが行う孤立可能

性集落における防災対策や地域の防災活動、避

難所の環境改善に対して助成を行うものです。

本県で今年度実施した孤立可能性集落に関する

調査の結果、全体の３５％にあたる１,２０２
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か所がこの集落に該当することが判明しました。

そのため令和７年度は、孤立可能性集落におけ

る備蓄品等の整備について重点的に支援してい

きます。 

次に９４ページをお願いします。事業名欄の

一番下、防災ヘリコプター更新事業費、予算額

は１８億７，１２４万６千円です。 

この事業は、飛行安定性確保のための二人操

縦士体制の導入により機体重量が増加すること

で、エンジンの出力強化が求められる中、安定

飛行による救助活動の効率化や事故の未然防止

に向け、防災ヘリコプターとよかぜの機体更新

を実施するものです。新たな機体の製造につい

ては、本年９月の受領に向け、順調に進んでい

るところです。受領後は隊員の慣熟訓練を入念

に行うなど、導入準備に努め、令和８年度の円

滑な運航開始を目指します。 

 次に９５ページをお願いします。事業名欄

の一番下、県庁防災体制強化事業費、予算額１

億８，４２１万４千円です。 

この事業は、頻発・激甚化する豪雨災害等に

対応するため、先端技術の活用や関係機関と連

携した防災訓練・研修の実施、防災体制の充実

等に取り組むものです。令和７年度は新たに、

孤立の発生を想定した孤立支援・救助訓練や広

域防災拠点における物資搬送訓練を実施します。

また、発災時に活用可能なトイレカーを導入す

ることで、避難所の衛生環境の改善を図ります。 

最後に９７ページをお願いします。事業名欄

の一番上、高機能消防指令センター共同整備支

援事業費、予算額３，９７８万２千円です。 

この事業は、消防力の維持・強化を図るため、

県全域の１１９番通報を一元的に処理する高機

能消防指令センターの共同整備及び円滑な立ち

上げを支援するものです。令和７年度からは新

たにセンターの共通維持管理費に対して助成を

行います。 

今吉副委員長 以上で、説明は終わりました。 

これより質疑に入りますが、執行部の皆様に

申し上げます。 

 答弁は挙手し、私から指名を受けた後、自席

で起立の上、マイクを立てて、簡潔・明瞭に答

弁願います。 

 事前の通告者が１０名います。それでは、順

次指名します。 

堤委員 おはようございます。まず１点目、危

機管理室。 

 ２月２７日から日出生台演習場での米海兵隊

の演習が行われました。人員や車両が協定以上

になっている問題で、大分県の姿勢及び今後の

協定遵守について、どう米軍等へ伝えていくの

かが１点。 

 あと、環境保全課、ＰＦＡＳについてですね。 

 これ、米軍基地とかの関係工場等周辺の河川、

湧水、土壌、飲用水から有機フッ素化合物によ

る高濃度の汚染が確認をされている問題で、大

分県も検出されているけども、自然界で分解さ

れにくく、健康への影響も指摘されている以上、

県の取組の方針はどうするのか。 

 大気保全の方で、日本製鉄株式会社との公害

防止協定で、細目協定の管理目標値の不溶解性

成分量の引き下げが今年１０月に月６トンから

５．５トンに変更になるけども、現状の取組と、

そのための施設改修等はされているのか。 

 あと、人権尊重・部落差別解消推進課。 

 人権・同和対策として、大分市のごみ収集業

者による官製談合防止法違反が発覚し、大問題

になっています。大分県として、部落解放同盟

に対して、教育問題でも地域の部落解放同盟に

問題を通知していると言っているけれども、部

落解放同盟の事件は、同じ課を持つ県として、

どのように考え、対策を講じているのか。 

 予算概要８８ページの部落差別解消推進事業

委託料８２０万８千円。これはもういいかげん

廃止をすべきと思いますけども、どうでしょう

か。 

渡部危機管理室長 まず、米軍の訓練について

お答えします。 

 米軍の実弾射撃訓練に対する県の基本的なス

タンスは、訓練が始まった当初から、将来にわ

たる縮小、廃止であり、これまで幾度となく国

に訴えてきたところです。この姿勢については、

今後とも堅持していきたいと考えています。 

 続いて、協定の遵守についても、訓練が実施
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されるたびに申入れを行っていますが、その際

には必ず、米国側にもその内容を伝えていただ

くよう要請をしているところです。今回の訓練

前に行われたブリーフィングにおいても、米国

側の発言の中で、我々が示している協定の内容

に触れる場面も確認できているので、引き続き

九州防衛局を通じて申入れをしていきたいと考

えています。 

嶋﨑環境保全課長 環境保全課です。２点質疑

がありました。 

 まず１点目ですけれども、有機フッ素化合物、

ＰＦＡＳに関する県としての取組ですが、令和

３年度から、水質汚濁防止法に基づき河川等の

調査を実施しており、令和６年度は、河川２２

地点、地下水１６地点で調査を実施しています。

今後も引き続き、検出状況や利水状況を考慮し

計画的に調査を行います。 

 超過が確認された場合には、国が作成した手

引に従い周辺調査を実施します。また、国が令

和８年４月１日から、ＰＦＯＳ・ＰＦＯＡを水

道水質基準とすることに伴い、環境基準化につ

いても動向を注視していきます。あわせて、水

道事業を行う各市町村に対しては、基準化前に

全浄水場でのＰＦＯＳ・ＰＦＯＡの現状把握を

行うよう指導しており、本年度中の調査完了を

見込んでいます。 

 そして、２点目ですけれども、日本製鉄株式

会社の降下ばいじん問題の現状の取組とそのた

めの施設改修等についてです。県は公害防止協

定に基づき、大分市と連携し、事業者等による

ばいじん等の低減対策が確実に実施されるよう

求めてきたところです。事業者においては、粉

じん対策計画などに基づき、集じん機の増強や

コークス炉の炉蓋等の補修、事業所内の散水徹

底などに取り組んできました。今後も公害防止

協定に基づき、さらなる低減対策が実施される

よう求めていきます。 

藤井審議監兼人権尊重・部落差別解消推進課長

 部落差別解消推進事業について、お答えしま

す。 

 まず、差別事案の対応についてですけども、

差別事案があった場合には、差別を受けた方の

人権やプライバシーを守ることが最優先であり、

県が差別事案を第三者である団体に情報提供し

たり、相談に行くようなことはありません。相

談者の意向を確認しながら、市町村や法務局等

公的機関と連携して、事案に応じた適切な対応

を行っているところです。 

 また、インターネット上の差別事案で複数県

に及ぶ広域な場合は、自治体で構成する全国人

権同和行政促進協議会と連携して対応をしてい

るところです。 

 次に、大分市の官製談合防止法違反事件につ

いてです。 

 この事件には大変驚いています。起訴の後の

３月１１日の記者会見で大分市長は、事件の背

景は、市役所の長年の慣行か、元監査役のたび

重なる高圧的な要求のどちらかではないかと発

言をされていました。 

 県では、法令や規則に基づいて業務を行い、

法令遵守を徹底しています。慣行に従って業務

を行うことはありません。また、高圧的な要求

に対しては、行政暴力対策要綱等に基づき毅然

とした組織対応を行い、不当な要求に屈するこ

とはありません。今後も、コンプライアンスや

法令遵守、組織的な対応を徹底していきたいと

考えています。 

 なお、事件については、大分市の人権行政を

担当する課が関与していたので、事実関係の解

明を注視しているところです。 

 次に、部落差別解消推進事業委託料について

お答えします。 

 この事業は、部落差別解消推進法に基づき、

地方公共団体の責務である相談体制の充実、教

育、啓発の一部を関係団体に委託して実施して

いるものです。差別の心配や不安を抱える住民

からの相談等については、地域の実情に詳しい

関係団体による対応が効果的であると考え、委

託しているものであり、差別の解消に必要な事

業です。 

堤委員 まず同和の関係からいきましょう。 

 今、藤井審議監が報告されたけれども、結局、

長年にわたる慣行があったと、これは事実関係

として認めているよね。県としても、同じ課が
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あるわけですね。長年、部落解放同盟だとか全

日本同和会だとか、そういうところの関係があ

っているわけね。報告してないかも分からんけ

ども、いろんなところからその関係はあると思

う。長年にわたる慣行が問題になっているわけ

だから、市は再発防止なんだけども、県は再発

でなくてそういうことをさせない、そういう慣

行を許さない体制をきちっと課内でつくってい

かないかんと思うんだけども、再度そこら辺に

ついて、これをどういう教訓にしてやるか。高

圧的な態度に窮しない、これも前から言ってい

ることだけども、そういうことじゃなくて、具

体的にどうするかを検討されたかどうかを再度

聞きます。 

 それと相談事業、差別の問題について、運動

団体に相談をしていると言っているんだけども、

相談事項を見ると、運動団体に相談する中身じ

ゃないでしょう。一つには、年金生活なので将

来が不安とか、免許証の返納をしたい、歩道の

溝が水没して大変、そういう相談も含まれてい

るわけ。これも含まれて、補助金を出している

わけだな。こういうものは一般対策で十分でき

るわけですよ。そういうのをきちっと分けて８

２０万円の精査をすべきだと思うんだけども、

どうですか。再度、その答弁を求めます。 

 あわせて、日本製鉄株式会社との関係でいう

と、確かに企業も努力されています。されてか

ら提言しているんだけども、我々は背後地に住

んでいますから、５．５トンに下がることによ

って、それがどういう形で、我々の生活に影響

が、低減がもっと進むのかどうか、県としてど

う考えているかを再度聞きます。 

 米軍の関係、来年度はないということだけど

も、やっぱり台数も人員も増えてきている。た

だ、それは実動部隊とは別だという初めての見

解をしているわけだから、そういう見解に対し

て、県としてどう考えているのか。つまり、オ

ーバーしている。オーバーした人員は実動部隊

じゃない、附属する人間だということで、どう

もごまかしている感じが取れないわけね。だか

ら、そこら辺について、県としての判断はどう

なのかを再度聞きます。 

藤井審議監兼人権尊重・部落差別解消推進課長

 まず、団体との関係ですけれども、一定の距

離感を持って適切に対応しています。繰り返し

になりますけれども、もし仮に不当な差別があ

った場合でも、しっかりした毅然とした組織対

応を引き続き取り組んでいきたいと思っていま

す。 

 また、部落差別問題、基本的人権に関わる重

要な課題だと認識していて、一つ、この委託事

業のように、地域の方に寄り添った取組が必要

だと思っています。それと同時に、県民一人一

人の理解を深めることにより、部落差別のない

社会を実現していきたいと思っており、引き続

き粘り強く教育啓発等に取り組んでいく必要が

あると考えているところです。 

嶋﨑環境保全課長 堤委員御指摘の、管理目標

値の５．５トンについてです。第２コークス炉

のパドアップの改修が令和７年１０月完工予定

なんですけれども、それに伴って、まずは引下

げ後の状況について県として注視していきたい

と考えており、さらなる引下げについては、そ

の状況を見ながら鑑みていきたいと考えていま

す。 

渡部危機管理室長 米軍の訓練についてです。 

 まず、訓練の規模については、日米合意の中

では、そもそも支援部隊はこれに含まれない、

除くというものがあります。その上で、日米合

意や米軍の使用協定の範囲内であることを国と

してしっかり確認していると説明を受けている

ところです。私どもとしては、これは国として

の説明ある責任として捉えているところです。 

堤委員 日米合意で、今回初めてだから、こう

いうオーバーしたのは。そこは是非認識してお

いてください。 

 同和の関係で、さっき僕が言った側溝の水が

云々という生活相談。これが差別事象につなが

るのか。再度それに答えて。 

藤井審議監兼人権尊重・部落差別解消推進課長

 差別に起因する問題をどう捉えるかはありま

すけれども、差別の問題を含めていろんな問題

を相談していただいて、必要に応じて、我々が

そういったことを聞いて、行政的な対応をして
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いるところです。 

猿渡委員 お疲れ様です。 

 私は、５８ページの動物愛護協働推進事業費

の関係と、申し訳ない、通告していないんです

けれども、４８ページ、女性が輝くおおいたづ

くり推進事業費に関しても質疑させていただき

たいと思いますが、よろしいでしょうか。 

今吉副委員長 はい、どうぞ。 

猿渡委員 ありがとうございます。 

 では、５８ページの動物愛護の関係ですけれ

ども、飼い主のいない猫の不妊去勢手術費助成

事業、これを行う市町村の状況、だんだんに広

がってきているかと思いますが、この状況がど

うか。来年度また広がる見通しがあれば、その

点も含めて教えてください。 
 ペットの同伴避難のルールづくりに向けた研

修、これは代表質問でも一定の説明をいただい

たんですけれども、具体的な中身を教えていた

だきたいのと、災害時放浪犬の動物愛護センタ

ーでの一時保護用備蓄の整備等についても、中

身を具体的にお示しいただきたいと思います。 
 ペットの同伴避難の関係で、同伴も大事かと

思うんですけれども、同室避難を要望する声も

あります。なかなか難しい面があるかと思うん

ですけれども、ペット同伴の方々が一つのとこ

ろに集まって、同室で過ごすことが望ましいの

かなと。その方が、鳴いたりとか鳴き声とかが

ほかの方に迷惑かけたりとかをなるべく避ける

ことができるのかなと思います。その点、どう

考えるのかについても回答いただきたいと思い

ます。 
 ４８ページ、女性が輝くおおいたづくり推進

事業費。これ、いろいろと示されているんです

けれども、私は、ＢＬＯＣＫＳという県内建設

産業で働く女性の集まりに参加をさせていただ

き、大変勉強になりました。交流することで、

非常に前向きなパワーにつながっている、エネ

ルギーにつながっている。つながることがこん

なに大事なんだなとそのときに非常に実感する

ことができました。女性が少ないいろいろな職

場で働く皆さんがつながっていくことで、交流

することで高め合える、エネルギーをもらえる

ことを、ほかの分野でも学んで取り入れていく

べきではないかなと思うんですね。例えば消防

も女性が少ないかと思うんですけれども、各市

町村、広域の消防で働く方々が、女性の職員が

県下集まって交流することも大事ではないかと

いう思いも持っています。その点を含めて何か

お考えあれば、よろしくお願いします。 
若松食品・生活衛生課長 動物愛護協働推進事

業費について御説明します。 

 猫の不妊去勢手術費助成事業を行う市町村で

すが、令和６年度の８市町から、令和７年度は

１５市町に増加する予定です。県では、大分市

を除く市町に事業費の２分の１を補助しますが、

これに伴い、県の補助金の予算額は令和６年度

の２０３万７，５００円から、令和７年度はお

よそ２倍の４８６万３千円に増加したところで

す。 

 次に、同伴避難の研修の実施ですけれども、

一般県民や県が委嘱している動物愛護推進員、

また市町村の担当者、それぞれに向けた公開講

座や研修会を開催することとしています。平常

時からの備蓄の準備、あるいは避難所での人の

動線を考慮したペットのスペースの確保、ある

いは、飼い主同士で散歩やふん尿の処理など、

ペットを適正に飼育するルールをつくり、他の

避難者に配慮する必要があることを周知するな

ど、飼い主がペットと同伴避難できる環境づく

りに取り組んでいきたいと考えています。 

 また、一時保護用の備蓄の整備ですが、災害

発生時、逃げ出すなどして飼い主から離れ、動

物愛護センターに収容される犬猫が増加するこ

とが予想されます。これらの犬猫が収容できる

ように、一時的な収容スペースを確保するため

のテントやブルーシート、ケージのほか、飼育

に必要な餌などの消耗品を備蓄することにして

います。 

 猿渡委員御指摘の、同室避難が進んだらとい

うことですが、各市町村で同伴避難の形で取組

が進みました。この中には、同室避難を受け入

れている市町村もあります。このような形で、

同室避難、避難者が過ごしやすく、ペットと一

緒に過ごしやすい環境が進んでいくことを期待
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しています。 

木内県民生活・男女共同参画課長 女性の活躍

の推進について、お答えします。 

 私どもアイネスにおいては、産学官連携によ

る女性リーダー研修会をやっていて、これは年

度ごとの単発の研修に終わらせずに、年度ごと

にやっていく方々のネットワークをつくって交

流できる形に持っていきたいと今年度から考え

ています。 

 また、ＢＬＯＣＫＳの御紹介をいただきまし

たけれども、そのほか、農業関係のおおいたＡ

ＦＦ女性ネットワーク、あるいは消防関係では、

女性防災士のネットワーク等もあると把握して

いるので、そういったところがより活性化する

ように、情報提供等をしていきたいと考えます。 

猿渡委員 ありがとうございます。 

 動物愛護の関係でいうと、飼い主のいない猫

の不妊去勢手術の関係では、１５市町というこ

とですけれども、残りがどこなのかと、同室避

難ができる市町村名も教えていただきたいと思

います。 

 それと、女性防災士の会があるんですけれど

も、私が言ったのは、消防署で働く職員が、市

町村によってはかなり女性が少ないところはあ

ると思うんですよね。そういう方たちがつなが

っていくことも大事ではないか。あるいは警察

などもそうかなと思うんですけれども、やはり

交流し合うことで励まし合える、環境改善につ

なげていける面もあるかなと思うので、今後是

非考えていただきたいと思いますけれども、何

かあればお願いします。 

若松食品・生活衛生課長 １５市町で、残りは、

宇佐市、九重町、姫島村の３市町村になります。 

 また、同室避難が可能なところは中津市、別

府市、臼杵市の３市です。 

木内県民生活・男女共同参画課長 さきほど消

防で、防災士ではなくて消防の職員や警察の職

員という話がありましたので、そういったこと

については、関係する部局等に話を持っていっ

て、既にやっていることがあれば、それを活性

化していただき、そういうのがないのであれば、

ネットワークをつくる働きかけをしていきたい

と思います。 

姫野消防保安室長 消防分野における女性吏員

ですが、猿渡委員御指摘のとおり、大変少ない

のが現状です。消防分野においても、女性が活

躍できる環境を整えることが大切です。県内の

消防長などの会議においても、そういった話合

いを進めているところなので、引き続き、県内

で働く女性消防吏員が活躍できる、また、新た

に消防士を目指す女性が出てくる環境づくりに

取り組んでいきます。 

猿渡委員 ＢＬＯＣＫＳで、いろんな方とお話

ししたときに、グループで７人、現場で働いて

いる方がいらっしゃったんですけど、生理休暇

を取れますかと言ったら、全く取ったことがな

いとみんな言ったんですね。とてもそんな雰囲

気じゃないと言っていました。やはりそういう

男性が多い職場の中で、生理休暇が取れる環境

を進めていただきたいと思います。 

木田委員 予算概要７６ページの環境保全対策

費で、食品ロス対策に具体的にどう取り組むの

かということですね。何かこれまでと異なる新

たな内容があるのかどうか、教えていただきた

いと思います。 

 また、懇親会や飲食の場で、食品ロスをなく

す呼びかけ、いわゆる３０１０の声かけ、最近

何かあんまり聞かなくなった気もしますが、ど

ういう状況でしょうか。 

 あと、昨年９月に消費者庁からの食べ残し持

ち帰り促進ガイドライン案が示されていますが、

いわゆるドギーバッグの運用普及を新年度取り

組むことは考えていないのか、お尋ねします。 

北村循環社会推進課長 食品ロス対策について

お答えします。 

 まず、令和７年度は新たに乾杯後の３０分と

終了前１０分は食事を楽しむ３０１０運動とし

て、ＹｏｕＴｕｂｅやインスタグラムを活用し

て若年層を中心に呼びかけ、宴会や会食での食

品ロス削減を進めたいと思っています。 

 また、令和６年度に県主催として初めて開催

した食品ロス削減推進サポーター研修を今年度

も継続して、食品ロス削減の取組を県民に普及

拡大する人材を育成していきたいと思っていま
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す。 

 そして、二つ目、懇親会や飲食の場での食品

ロス削減については、飲食店等に３０１０運動

も含めた食べきりを呼びかけるポスターやＰＯ

Ｐを掲示する食べきりキャンペーンを通して呼

びかけを行っています。新年度は、大人数での

宴会などが行われるホテル等にも呼びかけを行

うなど、食べきり協力店・応援店を拡大し、懇

親会や飲食の場における食品ロスの削減を図り

たいと思っています。 

 三つ目です。食べ残しの持ち帰りについては、

食品衛生上のリスクがあるため、店側が取り組

みにくい状況と承知をしています。このため国

は、木田委員がさきほど御指摘された食べ残し

持ち帰り促進ガイドラインを作成しました。県

でも、本年２月に大分県食品ロス削減推進協議

会を開催し、そのガイドラインを共有したとこ

ろです。今後は、食べきり協力店・応援店や消

費者に対し、ドギーバッグの活用も含め、ガイ

ドラインの周知を図っていきたいと思っていま

す。 

木田委員 ＹｏｕＴｕｂｅ等で啓発を図ってい

ただけるということ、また、事業者にも協力を

求めていただけることで、大変ありがたいと思

っています。 

 ドギーバッグは自治体で推進しているところ

もありますし、民間団体を支援して、民間団体

でドギーバッグの普及に取り組んでいるところ

もあると思います。そういった支援策も、是非

検討いただきたいと思います。欧米では当たり

前に、食べ残しは持ち帰る文化があるようです。

フランスはちょっと違うと聞いていますけども、

フランス人にもアンケートを取ると、７割以上

の方はやっぱり持ち帰りたい気持ちがあるそう

で、なかなかそういう文化がないことで御遠慮

されているようです。日本でもそういう文化が

定着すれば、会食の場での食品ロス、以前より

かなり減ってきてはいますが、さらに減少でき

るんじゃないかと思います。 

 また、食品加工とか事業系で出る食品ロスは

まだ依然として多いようなので、総合的に食品

ロスが減る政策を新年度是非よろしくお願いし

たいと思います。 

高橋委員 では、お願いします。予算概要の２

０ページ、避難所運営体制強化事業費です。 

 ここに避難所の運営コーディネーターがある

んですけども、どのような役割を担って、どう

いう避難所運営の支援を行っていくのか、具体

的に教えていただきたいと思います。 

 また、対象はどういう方で、今現在、何人ぐ

らいいて、今後そういう方をどれぐらい増やし

ていく方針なのか、もし分かれば教えていただ

きたいと思います。 

 それから、同じく予算概要の４８ページ、女

性が輝くおおいたづくり推進事業費です。 

 予算額を見ても、昨年度の倍近くの予算にな

っており、そういう意味で、かなり気合が入っ

ていると思われるんですけども、働く女性等の

ニーズに対応した支援とは、どういうことを言

っているのかを教えていただきたい。また、そ

こにたくさんの事業が書かれているんですけど

も、一読して内容が何となく分かるものと分か

らないものがあり、１個言えば、アンコンシャ

ス・バイアスのマインドチェンジ・アプローチ。

これの企業向けと個人向け、これは何なんだろ

うかなというので、中身について少し丁寧に教

えていただければと思います。 

小野生活環境企画課長 私から、避難所運営体

制強化事業費について御説明します。 

 まず、避難所運営コーディネーターの役割と

支援内容についてです。避難所運営コーディネ

ーターは、避難所の運営責任者、例えば自治会

長や防災士などといった方をサポートして、例

えば炊き出しの当番や物資の管理、防犯対策と

いった運営体制の確立や女性、高齢者などへの

配慮、その他の困り事への相談も含めて、避難

所の自主運営に向けた運営支援を行う役割とし

ています。避難所運営が長期化する大規模災害

が発生した場合に活躍していただくことを想定

しており、県内の被害の少ない市町村から被害

の大きい市町村に避難所運営コーディネーター

を派遣し、避難所運営の体制構築を支援するこ

とで、広域での応援体制をつくりたいと考えて

います。 
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 次に、対象者と養成人数ですけれども、避難

所運営コーディネーターの対象者は、例えば、

防災の知見があるＮＰＯのスタッフや地域で活

躍している防災士、地区の防災担当者などを想

定しているところですけれども、各市町村から

適任者を男性、女性、共に推薦していただくよ

うに考えているところです。 

 また、避難所運営コーディネーターは令和７

年度からの取組なので、現在の人数はゼロです

けれども、当面は３年間で１００人養成するこ

とを目標に取り組んでいきたいと考えています。 

木内県民生活・男女共同参画課長 女性が輝く

おおいたづくり推進事業の取組内容についてお

答えします。さきほど島田部長から、事業の全

体像について御説明したので、私からは取組内

容について詳しく御説明します。 

 本事業は、二重マルを付した大きく五つの項

目で取組を進めます。 

 一つ目は、女性活躍の推進に取り組む企業へ

の支援ですが、令和７年度の新たな取組として、

おおいたキャリエール認証企業等応援補助金２，

４００万円を計上しています。おおいたキャリ

エール認証企業とは、女性従業員の割合や管理

職の割合、そのほかいくつかの条件を満たした

企業に対して、県が認証する制度ですが、この

認証を受けた企業に対しての補助金を新たに設

定したものです。これは、女性が働きやすく活

躍できる魅力的な職場づくりを推進するために、

企業が実施する女性の職務領域拡大のための資

格取得支援や継続就労のためのテレワーク環境

整備等に要する費用等を助成するもので、予算

額を大幅に増加しているのは、このためです。 

 また、女性活躍推進宣言企業の新規登録につ

いてです。女性活躍推進宣言企業というのは、

各企業が自社のできる範囲で女性活躍に取り組

むことを宣言していただくということです。こ

れも県が受けて、宣言企業として広報している

ものですが、こういった企業の新規登録を促進

するために、企業訪問や制度周知のチラシを配

布して、新たに取り組む企業の拡大を図るとと

もに、また、女性活躍先進事例紹介や女性活躍

推進のための広報の強化では、優良企業の先進

的な取組を紹介する動画の作成やロールモデル

となる企業や活躍する女性の情報発信を行い、

優良事例の横展開を図っています。 

 加えて、女性活躍トップセミナー等を通じて

経営者層の意識改革を図るとともに、働きやす

い職場づくりに取り組む企業に対しては、キャ

リアコンサルタント等の専門家を無料で派遣し、

就業環境の改善等の伴走型で支援します。 

 二つ目は、固定的な性別役割分担意識の解消

です。さきほど、アンコンシャス・バイアスが

分かりにくいという御指摘をいただきましたけ

れども、女性だから、男性だからといった無意

識の思い込みから生じる固定的な性別役割分担

のことをアンコンシャス・バイアスと呼んでい

ます。夫婦間における家事等の役割分担や子ど

もたちの将来の職業選択などに影響を及ぼし、

女性の活躍を阻害していると言われています。

こうした無意識のバイアスに気付き、対処して

もらうために親子向けのワークショップを開催

し、家庭における意識の変化を促します。企業

向けにも、アンコンシャス・バイアスの影響が

企業にどう影響するのかを具体的に啓発するセ

ミナー等を行います。 

 三つ目は、女性が輝くためのエンパワメント

支援等です。企業における女性の管理職登用を

促進するためには、次世代女性リーダーの育成

に向けたスキルアップ講座を大学と連携して開

催するほか、出産等で離職した女性の再就職や

育休復帰等に対する不安を解消するためのセミ

ナー等を開催するものです。 

 四つ目は、働きたい女性のための託児サービ

スです。 

 五つ目は、女性のチャレンジ賞等の取組です

が、これは、女性の活躍や男女共同参画社会づ

くりに向け、様々な分野でチャレンジし活躍す

る女性や優れた取組を行う企業を知事が顕彰す

るものです。このような取組を、セミナー等に

参加する女性のアンケート、あるいは審議会等

での意見を踏まえ進めていくことにしています。 

高橋委員 ありがとうございました。 

 避難所の運営コーディネーターですが、近年、

大きな自然災害が繰り返されたということで、
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そういう避難所の運営についての見直しが進め

られてきていると思います。ただ、災害の規模、

状況、それから地域、それから避難所の様々な

条件で、やっぱり随分変わってくると思うんで

すね。そうなると、それに対して、運営の支援

を行うのは、非常に知識と経験も必要なところ

があるんじゃないかなと思います。そういう方

の今後の養成が本当に必要になってきます。そ

ういう方が活躍できる場があっては困るんです

けれども、慌てずじっくりと、いざというとき

のために取組をよろしくお願いしたいと思いま

す。 

 次に、女性が輝くおおいたづくり推進事業費

の内容について今大変理解できたなと思います。 

 ただ、最近、時代の流れなのか、やたら横文

字をずらっと並べて、何かすごい事業をやって

いますよというような――アンコンシャス・バ

イアス、簡単に言えば、これは無意識の思い込

み、いわゆる偏見ですよね。単なる偏見による

ものになりますので、これを県民が見たり聞い

たりしたときに、すぐにこういうことを頑張っ

ているんだなと分かるかというと、多分すぐに

は分からないと思うんですね。だから、取組事

業の名称については、なるべくならば、見て何

をしたいんだ、何をするんだというのが分かる

ものがいいかなと思います。 

 女性が活躍できる社会は、男性も女性も共に

働きやすい社会になると思いますので、是非取

組をよろしくお願いします。 

澤田委員 よろしくお願いします。私からは、

予算概要の５８ページ、動物愛護協働推進事業

費についてです。 

 さきほど猿渡委員からも話があったので、私

からは、猿渡委員が質疑していないところを質

疑していきたいと思います。 

 まず初めに、今回の不妊去勢手術事業費補助

の増額本当にありがとうございます。お隣の由

布市からも喜びの声をいただいています。 

 また、今回のペット同伴避難に関しても、避

難ルールのつくり方に関しても、これは各市町

村からも、同伴の仕組みをつくっていただくだ

けでも本当にありがたいということで、災害関

連死がこれによって随分減っていくんじゃない

かと期待をしています。本当に今回、様々な災

害関連死を含めて、ペットの人権とは言いませ

んけれども、ペットの命も救っていただく政策、

また、予算に関しても令和６年度よりもかなり

多くつけていただいており、本当に県民にも、

この予算増を見たら、県の意気込みを感じてい

ただけるんじゃないかなと強く感謝をしている

ところです。 

 そして、私からは、さきほど猿渡委員からも

あったんですけれども、放浪犬の保護をどのよ

うに行っていくのかをお聞きしていきたいんで

すね。この放浪犬の保護に関しては、当然災害

時でもあるので、被災されている方が直接連絡

するのは非常に困難じゃないのかなと思うんで

すけれども、どういった形でこの放浪犬を見つ

けて保護していくのか。また、実際にこの施設

の整備は、何頭ぐらい保護ができる収容量をつ

くるのか。どのくらいの期間、保護ができるの

か。期間が終わった、要は被災後の復興が始ま

ったときに、お返しできる状態にどのように持

っていくのかという計画をお尋ねしたいと思い

ます。 

若松食品・生活衛生課長 まず、放浪犬の保護

ですが、ふだんから犬の捕獲等に慣れている方

じゃないと、咬傷事故などもあります。現時点

で、放浪犬の通報があれば、動物愛護センター

や保健所の捕獲担当者が、今１２名いるので、

この者が捕獲器などを使用して動物愛護センタ

ー等で保護するスキームになるかと思います。 

 何頭保護ができるのかですが、今回の予算で、

発災後、支援物資が届くまでの３日間に保護さ

れると想定している犬と猫それぞれ４０頭を一

時保護するための物品の備蓄となっています。

この想定する８０頭ですが、熊本地震の例を参

考として算出しています。その後は、九州・山

口９県との協定や、環境省、大分県獣医師会等

にも支援等を要請することにしています。 

 また、この保護施設ですが、動物愛護センタ

ー敷地内にテントやプレハブを建てて、なるべ

く多くの動物等の収容を行うこととしています。

ちなみに能登半島地震では、環境省からトレー
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ラーハウスが提供されたと聞いています。 

 被災した犬猫の保護期間ですが、現時点で何

日など定める予定はありません。数か月に及ぶ

場合もあるかと思いますが、できる限り保護し

て、その後も譲渡につなげていきたいと考えて

います。 

澤田委員 ありがとうございました。よく分か

りました。 

 災害というのは、大分市内だけで起こること

は当然ないと思いますし、逆に県南や県北で災

害が起こったとき、そこに動物愛護センターは

ありませんので、保健所になっていくと思うん

です。そういった場合に、大分市の動物愛護セ

ンターに輸送する仕組みづくりであったり、各

地域で災害が起きたときの想定も計画されてい

くと思うんですけれども、非常によい計画をさ

れているので、そういったことも踏まえてやっ

ていただければと思いますので、要望です。よ

ろしくお願いします。 

吉村（哲）委員 ありがとうございます。 

 ９５ページの県庁防災体制強化事業費につい

て伺います。 

 トイレカーの導入費用３，９５８万２千円も

計上いただき、ありがとうございます。このト

イレカーについて、現状で、その車種の選定の

状況や導入の時期、また、平常時にどういった

使い方をするのかなど、検討されている部分が

あれば伺います。 

新田防災対策企画課長 トイレカーの導入につ

いて、お答えします。 

 まず、災害時においてトイレカーが必要とな

った場合には、県や市町村の職員が被災地まで

迅速かつ安全にトイレカーを届ける必要があり

ます。導入予定車種については、大型トラック

やトイレトレーラーをベースとした車両ではな

く、維持管理の負担が少なく、普通免許での運

転が可能で、避難所等への進入や設置が容易に

できる軽トラックをベースとした車両を現在想

定しているところです。また、災害時に迅速に

避難所等へ設置ができるよう、振興局ごとに１

台ずつ配置することを考えています。 

 導入時期については、年内を目標としていま

すけれども、国の補正予算において、避難所生

活の環境改善に資する交付金制度が設けられて

いるので、全国的にトイレカーの発注が見込ま

れると想定されます。導入が遅れないよう、来

年度、速やかに発注に着手したいと考えていま

す。 

 平時の運用についてですが、振興局管内での

お祭りやイベント、さらに防災訓練などで仮設

トイレ等として積極的に活用することで、市町

村のトイレカーの導入促進にもつなげたいと考

えています。 

吉村（哲）委員 ありがとうございます。全国

で増えるかもしれないという答弁をいただきま

した。遅れないように進めていただければと思

います。 

 先日、県庁にもトイレカーが来ていました。

話を伺うと、排せつ物がたまってくると、ＩＣ

ＴというかＩｏＴというか、クラウドであふれ

出すことがないようにきちっと管理ができる機

能もついているようでした。そういった機能が

あることで、実際の避難所での使いやすさであ

ったり、職員の負担も非常に軽減されたりとい

う話もされていましたので、車種の選定におい

ては、是非、値段も当然関係ありますが、いか

に現場で負担なく使えるのかという視点もしっ

かり見ながらやっていただければと思います。 

森委員 よろしくお願いします。３点伺います。 

 予算概要３５ページ、おおいたジオパーク推

進事業費１，３４４万７千円のうち、ジオパー

ク巡回展開催委託料３５８万４千円について。

委託先、開催方法や箇所数などについて教えて

ください。 

 次に、６９ページ、小規模集落等水源整備支

援事業費２，４００万円。さきほど島田部長か

ら説明いただいた分ですけども、事業の実施箇

所数や市町村からの要望の状況、また、この予

算規模で十分なのかについて伺います。 

 最後に、９５ページ、県庁防災体制強化事業

費１億８，４２１万４千円のうち、総合防災訓

練に要する経費７４５万２千円。昨年から１０

０万円ほど増となっていますが、さきほど島田

部長から説明のあった内容も含め、今年度実施
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予定の内容を教えてください。 

浜田自然保護推進室長 私からは、ジオパーク

についてお答えします。 

 ジオパーク巡回展地球時間の旅は、令和５年

度に文化庁の助成を受けて、全国のジオパーク

のメンバーが知恵を出し合って展示内容を作り

上げたものです。令和６年７月の山陰海岸ジオ

パークを皮切りに、令和７年度末まで全国のジ

オパーク地域を巡回します。本県では、本年１

２月９日から１６日にかけて、大分県立美術館

での開催と、来年２月に豊後大野市資料館ジオ

パークミュージアムでの開催を予定していると

ころです。 

 このうち、県が行う大分市での開催にあたっ

ては、巡回展共通の展示だけでなく、おおいた

姫島・おおいた豊後大野ジオパークの要素を取

り入れ、追加展示を計画しています。また、こ

うした展示内容の理解を深め、ジオパークに興

味を持ってもらえるように、学生向けの講演会

やギャラリートークの実施も検討しています。 

 なお、委託先については、展示物の運搬や設

営、撤去、広報、運営に係る事業者と追加展示

内容の制作に係る事業者を考えています。 

嶋﨑環境保全課長 小規模集落等水源整備支援

事業費の市町村の要望についてですが、現時点

で豊後高田市から１地区、豊後大野市から２地

区、計３地区で整備要望が寄せられている状況

です。予算的には４地区程度を見込んでいて、

今後、現地調査等を行った上で対象地区を選定

する予定としています。 

新田防災対策企画課長 私からは、総合防災訓

練の実施内容についてお答えします。 

 令和７年度の訓練は、能登半島地震の教訓を

踏まえて、孤立集落対策の強化をテーマに東部

地域での実動訓練と、広域応援・受援体制の強

化をテーマに広域防災拠点である大分スポーツ

公園での物資搬送訓練の二つを実施する予定で

す。 

 一つ目の東部地域での実動訓練の詳細内容に

ついては、現在、市町村や消防本部と協議を進

めているところですけれども、主に孤立集落の

発生を想定した救助・救援訓練として、孤立集

落が発生した場合に、その状況を県の災害対応

支援システム上に地図データとして落とし込み、

確認された緯度、経度を基に、ヘリコプターや

ドローンによる空路を活用した物資搬送並びに

衛星通信機器スターリンクによる展開設置訓練

を実施したいと考えています。 

 また、防災関係機関だけの訓練ではなく、早

期避難の促進に向け、住民参加型の訓練も実施

したいと考えていて、東部地域の皆様の積極的

な参加を呼びかけていきたいと考えています。 

 次に、広域防災拠点である大分スポーツ公園

での訓練では、物流企業と連携し、搬入搬出に

係るトラックの動線確保、物資の分別保管、出

荷手配等の訓練を行うとともに、配送手配や配

送状況をリアルタイムで把握するため、来年度

よりリニューアルされる国の新物資輸送システ

ムＢ－ＰＬｏの操作訓練も実施する予定として

います。 

 こうした訓練を通じて、孤立が発生した場合

の救助・救援体制の確立と広域応援・受援体制

の実効性を高めていきたいと考えています。 

森委員 ありがとうございました。 

 ジオパークの巡回展、１２月ということで、

非常に楽しみにしていますし、ジオパークガイ

ドを含め、また、関係者だけでなく多くの皆さ

んに知ってもらえるように、是非工夫をしてい

ただきたいと思います。 

 水源整備の分ですけれども、まだまだ地域に

よって生活に必要な水の確保に困っているとこ

ろがあるので、引き続きこの事業については継

続をしていただきたいと思っています。 

 最後に、防災訓練の関係ですけれども、昨年

は、竹田市、豊後大野市で行われました。今説

明のあった内容も行われましたが、私は、旧千

歳小学校の体育館で行われた遺体安置訓練に伺

いました。警察、海上保安本部、医師会、歯科

医師会、火葬許可証を発行する市の担当者、多

くの皆様が実践的に遺体安置訓練に取り組んで

いました。今後、南海トラフ地震等があること

を想定する中で、非常に実動的、実践的な訓練

で、特に歯科医師会の医師が、ハンディーのレ

ントゲンを持って歯型をレントゲンに撮るなど、
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地域の歯科医師会の医師はしたことのないよう

な内容も盛り込まれ、実践的にされていた。こ

れについては、佐伯市の防災訓練から始まった

と聞いているんですけども、是非東部地域にお

いても、地元の医師会、歯科医師会等の連携を

確認するためにも、また、機器、器具等を実践

的に使う意味でも大変大切な訓練だと感じたの

で、是非とも今後も総合防災訓練の中で取り組

んでいただければと思っています。 

福崎委員 それでは、私からは５点御質疑しま

す。 

 まず、予算概要１９ページ、優しいマナーと

思いやりの運転県おおいた推進事業費について

ですが、これは、高齢者が加齢に伴う身体機能

の変化を自覚し、体調や天候、道路状況など考

え、運転する時・場所を自ら制限する運転、マ

イルール運転の広報啓発を行う経費として２４

０万７千円が計上されていますが、この事業の

内容、効果及び目的について、お尋ねしたいと

思います。 

 それから、予算概要２１ページ、大分県少年

の船運航事業費についてです。 

 令和６年度の当初事業の説明では、少年の翼

を運営する事業として事業立てされていました

が、今回は少年の船運航で、また元に戻ってい

ます。令和７年度は船での運航事業となるのか、

お尋ねしたいと思います。 

 それから、予算概要３３ページ、地域気候変

動対策推進事業費についてです。 

 森林クレジットの創出支援等によるＪ－クレ

ジット制度の推進に取り組むための予算として

計上されていますが、大分県は県有林が約７０

％を占めており、今、多分森林クレジットの取

組をしていると思うんですが、一向に進んでい

ない現状ではないかと私は認識しています。い

わゆる地域気候変動対策推進を所管している生

活環境部として、これまで農林水産部に対して

どのような働きかけや協議を行ってきたのか、

進めようとしているのか、お考えをお尋ねした

いと思います。 

 それから、予算概要３４ページ、地域再生可

能エネルギー導入推進事業費です。 

 県有施設への再エネ導入として、ＰＰＡ可能

性調査委託費が計上されていますが、ＰＰＡ可

能性調査の内容について。それから、脱炭素先

行地域づくり事業もありますが、その事業内容

並びに効果目標についてお尋ねをしたいと思い

ます。 

 ５点目ですが、消費者行政推進費について、

予算概要４５ページになります。 

 第４次大分県消費者基本計画の推進や主体的

に行動できる消費者及び消費者団体の育成を図

るため、関係機関と連携し、啓発活動を行うと

なっていますが、ガソリン価格の店頭表示につ

いて、石油商業組合や協議体と連携を図ってき

たのか、具体的にどういう取組をしてきたのか、

お答えいただきたいと思います。 

小野生活環境企画課長 私から、優しいマナー

と思いやりの運転県おおいた推進事業費につい

てお答えします。 

 まず、事業内容についての御質疑でした。事

業の内容としては、高齢運転者に対しては、チ

ラシやポスターによる啓発を市町村や県警察、

自動車学校などと協力して実施する予定として

います。また、今、県内全市町村で開催してい

る高齢者を対象にした交通安全教室などで、個

別指導しながら啓発する予定としています。ま

た、あわせて、高齢運転者のお子さんや孫世代

に訴えかける動画を作成しＳＮＳ広告等で配信

をする予定としています。 

 また、効果目標についてですけれども、高齢

者の交通事故件数の減少を目指して行いたいと

思っています。 

 続いて、大分県少年の船運航事業についてで

す。 

 船での運航なのかという御質疑です。令和７

年度も、本年度と同様に航空機を利用した少年

の翼を実施する予定ですけれども、この事業は

昭和５５年から続いていて、事業名は少年の船

運航事業として継続しているところです。紛ら

わしくて、すみません。 

井下審議監兼環境政策課長 私から、３点お答

えします。 

 まず、森林クレジットについてです。 
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 森林クレジットについては、適切な森林管理

によるＣＯ２の吸収量を国が認証する制度です。

福崎委員御指摘のとおり、大分県は豊かな森林

資源を有しており、その活用が求められている

ところです。生活環境部では、農林水産部と連

携をして、民有林だけでなく県有林も含めた県

内森林のクレジット化の取組を進めています。

県有林については、現在、ＣＯ２吸収量のクレ

ジット化に向けた計画の承認審査を受けている

ところです。来年度は、モニタリング報告書を

作成、提出をして、ＣＯ２吸収量がＪ－クレジ

ットとして認証される見込みです。その後、販

売を行う予定であると承知しています。 

 それから、創出されたクレジットについては、

大分県、大分県森林組合連合会、大分コンビナ

ート企業協議会で連携協定を締結しています。

コンビナート企業が率先して購入できる仕組み

を構築しています。 

 これまで生活環境部では、県内で創出された

クレジットは、希望する県内企業に購入しても

らうように働きかけを行っていました。売却先

のさらなる拡大に向けて、来年度、クレジット

の売却を希望する方、それから購入を仲介する

金融機関とのマッチングセミナーを開催する予

定です。 

 それから、２点目、ＰＰＡ可能性調査です。

この調査で予定をする内容については、太陽光

発電設備を県有施設の屋上に設置した場合に、

建物がそれに耐え得るかといった耐荷重の問題、

それから屋根の形状が適しているかどうか、防

水状況、また屋根に障がい物等がないかどうか

を踏まえて、設置可能面積がどの程度になるか

を調べる内容となっています。 

 ＰＰＡ事業については、その事業性の面から、

少しでも多くの設置面積を確保していくことが

非常に重要です。ただし、実施にあたっては、

施設ごとに個別の事情が出てくるために、専門

的な知識を有する方々により事前調査を行うこ

とで、その事業の効果的、また円滑な実施につ

なげていきたいと考えています。 

 県では、来年度事業として、候補の施設であ

る４０の県有施設を調査して、その中から８施

設に絞り込んでいきたいと考えています。 

 続いて、３点目、脱炭素先行地域づくり事業

です。 

 この事業は、再エネ等の導入により地域課題

を解決するとともに、脱炭素先行地域内におい

て民生部門の電力消費に伴うＣＯ２排出量の実

質ゼロの達成を目指す事業です。国の交付金に

より、来年度までに全国で１００か所、その地

域を創出しようという目的で実施されています。 

 国が地域課題として挙げている内容について

は、例えば防災や産業振興、公共交通維持、資

源循環などを例示して、その解決を図りつつ、

再エネを面的に拡大する事業の提案を求めてい

ます。大分県では、これに応える事業の立案に

向けて、県内の関係者と調整に取り組んでいる

ところです。採択に向けては非常にハードルが

高いものですが、地域課題の解決と再エネの導

入拡大の両面から波及効果のある事業の実現を

目指します。 

木内県民生活・男女共同参画課長 私からは、

消費者行政の推進についてお答えします。 

 県としては、年に２回実施している石油製品

販売価格等調査について、その結果を石油商業

組合に説明するとともに、価格表示についての

協力依頼を行い、意見交換を行っているところ

です。石油商業組合においては、支部会等の際

に県の意向を伝達していただいていると聞いて

います。公正かつ自由な競争が確保される市場

下においては、県ができる対策は限られていま

すけれども、引き続き県独自の調査を行い、ホ

ームページで公表するとともに、事業団体へ価

格の店頭表示の協力を求めていきたいと思いま

す。 

福崎委員 ありがとうございました。 

 大分県少年の船については、多分、船はもう

なく飛行機で行くと思うので、これは名称を大

分県少年の翼に変えたほうがいいんじゃないか

と思うんですが、これは何か船にやらないとい

けない理由があるのかどうか、再度お尋ねした

いと思います。 

 それから、ガソリンの表示価格の件について

なんですが、第４次消費者基本計画の中では指
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標、目標が決められていて、令和７年度で６５

％の店頭表示率を目指してやっていく。ただ、

昨年１２月の調査では３７．５％とあまりにも

低い。到底６５％の目標を達成できないんじゃ

ないかと思うんですが、ここら辺について、今

後どのように目標の達成に持っていこうと考え

ているのか、お伺いしたいと思います。 

 それから、ガソリンスタンドにおける価格表

示については、適正化ガイドラインが全国石油

商業組合連合会から令和４年１１月に示されて

いて、しっかり表示しなさいと指示が出ている

と私は認識しています。県として、そういうこ

とを把握した上で協議をされているのか。それ

から、長野県では、市民からのガソリンが高い

という意見、要望を聞いた上で、石油商業組合

とか商工団体等の関係者が参加する検討会を設

置して、事業者の経営合理化、過疎地における

ＳＳの維持についての効率的な対策、もしくは

国への要望等を検討している、具体的ないわゆ

る消費者保護につながる協議体を持っているよ

うですが、大分県としてそういうものを持つ考

え方がないのかをお尋ねしたいと思います。 

小野生活環境企画課長 御質疑ありがとうござ

います。 

 少年の船の運航事業については、令和元年度

までは船で実施ができていました。令和２年、

令和３年、令和４年と、コロナ禍で船が利用で

きずに、陸上研修として少年自然の家などで行

いました。その後、船を再検討したんですけれ

ども、現在はそういったことに対応する事業者

や船がありません。それで、令和５年度から少

年の翼ということで、航空機を運用しています。

今でも、そういった事業者や船とかやってくれ

るところがないかと情報を集めているところで

す。青少年団体や諸先輩方のお話を聞くと、あ

あいった閉鎖空間の中での少年たちの触れ合い

といった部分も教育効果はあるんだというお話

も聞いているので、基本的には、多分おっしゃ

るように翼になるんだと思うんですけれども、

そういった可能性の模索は続けていきたいと考

えています。 

木内県民生活・男女共同参画課長 ３点につい

て、お答えします。 

 まず、ガソリンの表示の件ですけれども、第

４次消費者基本計画では６５％を目標としてお

り、現在、御指摘のとおり３７．５％となって

います。これについては、繰り返しになります

けれども、自由競争下の下では強制ができない

ので、粘り強く石油商業組合を通じて事業者の

理解を求めていきたいと思います。 

 それから、二つ目の件ですけれども、私ども

も認識しているんですが、それは表示をしなさ

いということではなくて、表示をする場合には

正しく表示をしなさいということだと認識して

います。 

 三つ目の長野県で検討会を開いたことですけ

れども、私どもとしては、消費者の声を届ける

ということで、石油商業組合に私どもに寄せら

れた声を伝えていますし、消費者団体等から石

油商業組合と意見交換したいという要望があっ

たら、それに向けて努力していきたいと思いま

す。 

福崎委員 最後の回答では、納得できないとこ

ろがあります。６５％の目標を定めて計画を立

てているにもかかわらず、お願いだけして、一

向に目標を達成する意欲が感じられない。目標

を立てている以上は、その目標に向けて頑張る

という姿勢が必要ではないかと思いますし、相

手が来るんじゃなくて、県から話しかけに持っ

ていく必要性が私はあるんじゃないかと思いま

す。それが県民が求めている県の姿ではないか

ということを指摘して終わらせていただきます。 

守永委員 ありがとうございます。 

 私からは一つなんですけれども、福崎委員の

質疑と重なってしまったんですが、予算概要の

１９ページ、優しいマナーと思いやりの運転県

おおいた推進事業費の中のマイルール運転につ

いてです。さきほどの説明で様子は何となく分

かったんですが、私自身、このマイルール運転

という言葉を初めて聞いた思いがするんですけ

れども、この言葉、高齢者の運転手に誤解のな

いように、うまく広報なり伝達をしていかなけ

ればならないだろうと感じています。そういっ

たところをどのように広報宣伝していくのか。
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さきほどの話では、動画等でという話もありま

したけれども、動画でやっている内容だけだと、

うまく伝わるかどうかは人それぞれでもあるし、

何らかのやり取りの場で伝える手段は考えてい

るのか、教えてください。また、この事業に関

して県警とどのように連携するのか、具体的に

計画があれば教えてください。 

小野生活環境企画課長 御質疑ありがとうござ

います。私から、優しいマナーと思いやりの運

転県おおいた推進事業費についてお答えします。 

 まず、誤解のないようにとの御質疑でした。

運転に不安を感じる高齢者については、運転免

許の自主返納をやはり考えていただきたいと考

えています。ただ、本県では、免許を返納する

ことで生活が難しくなってしまう状況もあると

思っています。 

 そこで、どうしても運転免許は必要だと考え

る方について、免許返納前の選択肢として、マ

イルール運転を提案していきたいと考えていま

す。高齢運転者はもとより、高齢になった父母

や祖父母の運転を心配している御家族と一緒に

マイルールを決めて、そのルールに従った運転

をすることで安全運転につなげていっていただ

きたいと考えています。 

 また、県警との連携については、広報啓発す

るためのチラシ、ポスターを警察署や交番の窓

口で配布、掲示をするほか、さきほど申したけ

れども、高齢者の運転教室等があるので、そち

らで直接高齢者に働きかけを行っていきたいと

考えています。 

守永委員 ありがとうございます。 

 返納する前に、どうしても必要だから、それ

ではどう気を付けようかという発想を持たせる

のは、よく理解できました。ただ、マイルール

というのが、自分なりのルールと変に解釈、誤

解をされてしまうと、私はこう決めているんだ

となってしまうし、どのようにセーブするか、

周囲をよく見渡す思いをどこまで維持できるか

が、人の安全、そして自分の安全を守る上でも

大事なことだろうと思うので、そういったこと

も含めて、広報のグッズ作成に十分注意して、

安全のために工夫していただければと思います。

よろしくお願いします。 

麻生委員 ３点について伺います。 

 今、話のあった２１ページ、大分県少年の船、

翼の運航事業費についてですが、これに関して、

小学校５・６年生、募集人員が何人なのか、１

人当たりの負担金は確かゼロでよかったかと思

いますけれども、本当に負担金がいらないのか、

昨年度の応募倍率、そして今年想定されている

応募倍率及び実施予定日について説明ください。 

 あわせて、学校や家庭では体験できない異文

化体験、冒険体験、集団生活とは具体的にどう

いったことを想定しているのか、御説明願いま

す。 

 ２点目は、４８ページに女性が輝くおおいた

づくり推進事業が５，３００万２千円計上され

ているけれども、これは、若い女性の県外流出

等の歯止めをかけていく大きな目標もあるので

はないかと思います。具体、個別にさきほど説

明をいただいた事業には、それぞれの目標、指

標はあるかと思いますけれども、先般私が一般

質問で申し上げた寛容性指標については、女性

の生き方の分野で大分県は全国ランキング２３

位、偏差値４７．０％。また、全国家計構造調

査の２０１９年の調査結果、年間可処分所得の

全世帯のうち女性のみの世帯では、全国最下位、

４７位といった指標があったわけです。こうい

ったことを含めて、この女性が輝くおおいたづ

くり推進事業費をやったことによって、もう少

し大きな意味での目標、指標があれば、お示し

ください。 

 それから、３点目、９７ページの救急搬送体

制整備事業費に関して、大分県救急業務協議会

の開催に要する経費として１１万８千円が計上

されています。先般も質疑しましたけれども、

渋滞による遅延の実態や影響があるのかないの

か、また、適切な搬送を渋滞対策を含めて考え

ていくときに、協議会メンバーがどうなってい

るのか、お示しください。 

小野生活環境企画課長 私から、大分県少年の

船運航事業費についてお答えします。 

 まず、御質疑の倍率は、令和６年度は５．１

３倍でした。費用については、小中学生は１人
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４万円をいただいています。人数は１９２名で

す。実施時期ですけれども、これまで船のとき

は夏に実施していて、令和６年度も夏休みに実

施をしていましたが、温暖化の影響なのか、熱

中症の症状を訴える参加者も出たので、いろん

なことを考えて、今実行委員会で話をしていま

すけれども、令和７年度は１２月に実施したら

どうかと考えているところです。 

 異文化体験ですけれども、令和６年度と本年

度は、マングローブの観察や沖縄の伝統芸能の

鑑賞や現地の子どもたちとの直接の交流会など

の活動を行ったところです。参加した子どもた

ちや保護者のアンケートによると、非常に満足

度の高い結果となっています。 

 少年の船運航事業は、家族と遠く離れた沖縄

の地で、県内各地から集まった学校や学年の違

う子どもたちが４日間寝食を共にして集団生活

を送る貴重な経験ができる機会であると考えて

います。引き続き、社会性を育む研修となるよ

うに、今後もプログラムを検討していきたいと

思います。 

木内県民生活・男女共同参画課長 女性が輝く

おおいたづくり推進事業費についてお答えしま

す。 

 女性が輝くおおいたづくり推進事業は、女性

が活躍でき、男女が共に働きやすい社会の実現

を目指しています。そのためには、企業の理解、

意識改革が重要であることから、この事業の指

標として女性活躍推進宣言企業数を設定してお

り、２月末時点で４５３社が女性活躍の推進に

取り組むことを宣言しています。 

 また、企業における経営方針など意思決定の

場において、女性をはじめとする多様な意見が

反映されることが重要であるとの観点から、大

分県長期総合計画や第５次おおいた男女共同参

画プランにおいては、大きな目標として女性管

理職の割合を掲げています。直近の令和５年度

の実績は１３．４％となっています。令和１５

年末までに、いわゆるクリティカルマス、組織

の意思決定に影響を与える最低ラインと言われ

る３０％を目標としており、女性の管理職割合

等を基準とする認証制度や次世代の女性リーダ

ー育成研修、継続して働き続けることのできる

職場づくりへの補助等を通じて目標達成に取り

組んでいきます。 

 一方、若年女性が地方で生活する上で直面す

る固定的な性別役割分担意識の根強さが、近年

課題となっている若年女性の流出の一因と考え

られています。麻生委員御指摘の寛容性に関す

る調査においても、地方の寛容性と出身者のＵ

ターン意向との間には関連性があることが指摘

されています。県の意識調査でも、職場や社会

における男女の平等感などについて同様の傾向

が見られることから、企業向けセミナーや親子

ワークショップ等を通じて、企業や家庭におけ

る性別役割分担意識や無意識の思い込みの解消

に取り組みます。 

 来年度予定されている第６次おおいた男女共

同参画プランの策定においては、県で実施した

意識調査のほか、統計データや各種アンケート

等を参考にしていきたいと考えています。 

姫野消防保安室長 私から、救急搬送における

渋滞の影響についてお答えします。 

 各消防本部においても、救急搬送における渋

滞の影響は統計的には把握していないというこ

とですが、救急搬送件数が多く、また渋滞の発

生が多い大分市、別府市の消防本部の救急隊の

現状を聞き取ったところ、通勤時間帯等は多少

の影響は感じるものの、道路の渋滞が大きな支

障となった事案は発生していないということで

す。基本的には、救急走行により対応できてお

り、対向車線を走行できない箇所や通行止め等

がある場合は、事前に情報を把握し、別のルー

トを選択するなどの対応を日常的に取っている

ということです。 

 県では、大分県救急業務協議会等で救急搬送

の実態について情報共有しながら、適切な搬送

及び受入れが行われるように努めたいと考えて

います。 

 この大分県救急業務協議会の構成ですが、こ

れは法律でどのような方がなるというのが決ま

っています。大きくは、医療機関の管理者や診

療に関する学識経験者、その他の学識経験者、

消防機関、県の職員となっています。具体的に
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は、三次救急の病院の管理者、大分県立病院を

はじめとする三次救急の病院の管理者、それか

ら大分県医師会、大分県救急医学会、保健所の

代表として大分市保健所、大分県看護協会、消

防の代表として大分市消防局、別府消防本部の

各消防長、それから県庁内の関係各課で構成し

ています。 

麻生委員 まず、少年の船及び翼ですけれども、

総事業費全体の負担金、１人当たり４万円ほど

いただくわけですよね。その負担金は、歳入の

どこかに入っているんですかね。そして、事業

支出としての、チャーター便の代金といった部

分は予算計上の中で見えてこないものですから、

再度その点を確認します。 

 それから、女性が輝くおおいた推進事業につ

いては、大きな目標設定を是非意識して、しっ

かり多角的な視点から取り組んでいただければ

なと思います。３４ページに軽ＥＶの導入補助、

それは商用軽でありますけれども、高校を卒業

したり就職したりするときに、家から通いたい

けれども、移動手段、通勤手段がないことで県

外に行っている若い女性は特にたくさんいるわ

けですから、ダイハツ九州株式会社の大分工場

もあるわけですから、もっと何か知恵を出して、

横串を刺した政策を期待しておきたいと思いま

す。 

 それから、救急搬送に関してですけれども、

これに関しては、交差点の中で赤信号で止まっ

ているときに、なかなか救急車両が真っすぐす

うっと行けていない現実をあちこちで見ている

ので、これは、警察及び運転免許試験場の免許

更新のときの講習で、もっと徹底してやってい

く必要があろうかと思いますので、そういった

部分は指摘をしておきたいと思います。 

小野生活環境企画課長 御質疑ありがとうござ

います。この事業費ですけれども、少年の船運

航事業を実施する少年の船実行委員会に対して

県が補助をしています。参加費については、こ

の実行委員会に支払をする形になります。そし

て、トータルとして、航空券や宿泊、バスなど

の経費の一部として支払をする流れになってい

ます。 

麻生委員 総事業費については、全体把握の意

味で後ほど、もし今、答えられるのであれば、

ここでお答えください。 

小野生活環境企画課長 令和５年度分について

は、決算ベースで総額３，４００万円ほどの事

業になっています。 

今吉副委員長 以上で事前通告者の質疑を終了

しました。ほかに質疑のある方は挙手をお願い

します。 

阿部（長）委員 通告をしていませんが、１点

質疑させてください。６９ページの小規模集落

等水源整備支援事業費についてです。 

 森委員の質疑と多少重複しますが、現在、県

内市町村の水道の普及率、市町村が給水してい

る市町村への水道の県内の普及率が分かれば、

分からなければ後で教えていただければ結構で

す。 

 その後、この事業は、さきほど答弁の中で、

４地区を想定していると言われました。という

ことは、１地区６００万円、これはその上限だ

と思いますが、その中に新たな水源確保等に取

り組む市町村に助成とあります。この新たにと

いうのが、多分これは市町村営の水道ではなく、

既設の水源を持っているいわゆる簡易水道組合

あたりが新たにじゃなくて、既設のやつがだめ

になったから、掘り替えることに使えるのかど

うか。それと、ボーリングだけじゃなくて施設

設備に使えるのか質疑をさせていただきたいと

思います。 

嶋﨑環境保全課長 御質疑ありがとうございま

す。 

 まず、水道の普及率なんですけども、令和５

年度末の数字で９２．２％です。また、この小

規模集落等水源整備支援事業については、補助

対象としてハード整備を対象としており、新た

な水源の確保と取水設備の新設、あるいはろ過

設備の設置などについて補助をするということ

で、県として２分の１補助になっています。 

 既設といっても、既設の改修は対象になりま

せん。新たな水源の整備について対象という事

業になります。 

阿部（長）委員 ありがとうございます。 
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 ただ、これはなかなか、４か所を想定しなが

ら３か所しか応募がないのは、使い勝手が悪い

んじゃないかと思うんですよ。新たにやるのは

少ないので、既設の更新とか、もう簡易水道組

合が古くなったから、それをやり替えるニーズ

はあると思うんですよ。そこら辺をできればお

願いしたいのと、それから、９２％の普及率で

すけど、まだ１００％になっていないですね。

大都市とかは、もうほとんど１００％です。沖

縄県も確か１００％でしたかね。私が市議会議

員になったときは、大分県は８０％でした。杵

築市も私の集落はなかったので、これに取り組

んで、今、市営の水道事業をやってもらってい

ます。非常に皆さん地域の人が安心するわけで

すね。 

 ところが、山間部あたりは、水問題が非常に

大変な問題です。これを市町村では支援できな

い部分を県が支援していただいて、少しでも１

００％に近づくように支援をしていただけると

ありがたいんですけど、これを要望しておきま

す。 

今吉副委員長 ほかに御質疑はありますか。 

  〔「なし」という者あり〕 

今吉副委員長 ほかに質疑もないので、これを

もって生活環境部関係予算に対する質疑を終わ

ります。 

暫時、休憩します。 

午前１１時４６分休憩 
          ――――――――――― 
           午後 １時００分再開 
大友委員長 休憩前に引き続き、委員会を開き

ます。 

 これより企画振興部関係予算の審査に入りま

すが、説明は主要な事業及び新規事業に限り、

簡潔かつ明瞭にお願いします。 

 それでは企画振興部関係予算について、執行

部の説明を求めます。 

若林企画振興部長 それでは企画振興部の予算

案について、令和７年度企画振興部予算概要に

より御説明します。恐れ入りますが、右下の通

知が出たらタッチをお願いします。 

 それでは早速５ページ目をお開きください。

まず予算のポイントについて御説明します。ま

ず一番上の元気分野からです。 

 （１）海外戦略では、県内の民間事業者等が

海外展開しやすい環境を整備するほか、万博等

を契機に海外自治体等との連携を強化します。

また、多文化共生では外国人が地域社会の一員

として活躍し、安心して暮らすことのできる環

境を整備します。 

 （２）芸術文化では、県立美術館の開館１０

周年や第２５回記念アルゲリッチ音楽祭を契機

としたイベントの開催などにより、芸術文化を

享受できる機会を充実するとともに、芸術文化

の創造性をいかした地域づくりを進めるため、

芸術文化活動の創出や次世代の育成に取り組み

ます。 

 （３）スポーツでは、交流人口の拡大や地域

の元気づくりを進めるため、合宿の誘致等に取

り組むとともに、今後のスポーツ施設のあり方

を検討します。また、ツール・ド・九州２０２

５のステージレースを宮崎県と共同で開催しま

す。 

 続いて、２の未来創造分野です。 

 （１）交通ネットワークでは、東九州新幹線

の整備計画路線への格上げなどの実現に向けた

関係機関との連携や情報発信を強化します。大

分空港の国際線では、市町村等と連携した運行

支援や新規路線の誘致に取り組みます。また、

地域交通における利便性の向上、公共交通や物

流事業者における人材確保対策を進めます。 

 （２）移住・定住・地域づくりですが、移住

者向けの給付金などについて、若年者や子育て

世帯への支援を拡充するとともに、若年層の移

住を転職支援などによりサポートします。加え

て、企業等に対する転職なき移住の働きかけを

強化します。また、人口減少が進む中、魅力あ

る地域を未来へ継承するため、地域住民などが

行う魅力ある地域づくりや特色ある取組を支援

します。主な事業の詳細については、後ほど改

めて御説明します。 

 続いて、８ページ目をお開きください。 

 今回の当初予算案ですが、表頭の左から２番

目、予算額（Ａ）の企画振興部①の計欄のとお
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り６４億２，８０４万９千円です。これを右か

ら３番目の６年度当初予算額（Ｂ）の５８億１，

５６４万１千円と比較すると、右側になります

が、前年度対比６億１，２４０万８千円の増で

す。これは、令和７年度に国勢調査が実施され

ることやふるさと納税における寄付積立金へ充

当する見込み額が増えたことが主な要因です。 

 それでは、今回の予算における主な事業を御

説明します。まず、２５ページ目をお開きくだ

さい。 

 一番上、おおいた移住定住促進事業費２億９

３１万７千円です。この事業は令和６年度まで、

ふるさと大分ＵＩＪターン推進事業として実施

してきたものを、移住定住施策のさらなる促進

を図るため、新たな事業として実施するための

ものです。 

 右側の事業概要一つ目の二重マル、移住者へ

の定額給付金の支給ですが、これは県独自に支

給している移住応援給付金を見直し、新たに若

年者や子育て世帯に対する加算制度を設けると

もに、就業等を要件としている移住支援金にお

いても、東京圏外からの移住者を対象とした県

制度分について、子育て加算を拡充することで

若年者と子育て世帯を重点的に支援しようとす

るものです。このほか、若年者に向けたＷｅｂ

等による効果的な情報発信や地域おこし協力隊

を対象とした相談対応、若年世帯向け定住相談

窓口設置による定住支援などにも取り組みます。 

 続いて、２６ページ目をお開きください。 

 上から３番目の地域未来創造総合補助金５億

円です。この事業は、従来の地域活力づくり総

合補助金をリニューアルし、魅力ある地域を未

来へ継承するため、地域住民等が行う魅力ある

地域づくりや特色ある取組を支援するためのも

のです。 

 事業概要一つ目の二重マルにあるとおり、調

査研究や新商品開発等を支援するチャレンジ支

援枠、地域の様々な主体が行う地域活性化の取

組を支援する地域創生枠、空き家を活用したビ

ジネスを支援する空き家ビジネス活用支援枠に

加え、来年度は新たに地域未来創造枠を新設し

ます。 

 地域未来創造枠は、国内外の交流人口の拡大

を図るため、自然や歴史文化、特産品などの地

域資源を磨き上げる取組に対して、補助率を嵩

上げして支援するものです。また、文化財につ

いては、活用を前提に修繕も新たに対象としま

す。 

 空き家ビジネス活用支援枠については、限度

額を３００万円から５００万円に引き上げて、

耐震改修にも対応できるようにします。 

 次に、３４ページをお開きください。 

 多文化共生推進事業費４，３９３万９千円で

す。この事業は多文化共生を推進し、外国人材

から選ばれる大分県を実現するため、外国人が

地域社会の一員として活躍するとともに、安心

して暮らすことのできる環境を整備するもので

す。 

 一つ目の二重マル、相互交流・理解の促進に

ついては、外国人支援団体を伴走支援するもの

で、外国人住民に対する地域生活におけるルー

ルやマナー指導、地域・企業の理解促進に向け

た交流などの実施を通じてモデル事業を構築し、

県内各地域への横展開を図るものです。また、

外国人住民の生活意識やニーズ把握に向けた意

識調査を行い、今後も増加が見込まれる外国人

が本県に安心して住んでもらえるよう、多文化

共生施策の検討に活用することとしています。 

 次に、４２ページをお開きください。 

 上から２番目の県立美術館開館１０周年記念

事業費５，３３８万７千円です。この事業は県

立美術館の開館１０周年を契機として、芸術文

化を享受する機会のさらなる創出を図るため、

二重マルにあるとおり三つの取組を実施するも

のです。 

 １点目の記念式典、イベントの開催ですが、

記念式典として著名なアーティストによる記念

演奏等を、また記念イベントとしてアートワー

クショップ等を開催します。二つ目の記念展へ

の県内小学生招待では、春と秋に開催する記念

展へ県内各地の小学生を招待します。三つ目の

県立美術館の魅力向上では、親子で訪れやすく

なるよう、キッズスペースの充実を図るほか、

１階アトリウムに新たなアート作品を設置し、
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今後とも県民に親しまれる美術館にするもので

す。 

 ４３ページ目をお開きください。 

 上から２番目の大分スポーツ地域元気創出事

業費６，７７４万８千円です。この事業は、ス

ポーツを通じた交流人口の拡大や地域の元気づ

くりを進めるためのもので、主な取組はマル特

がついている三つの二重マルになります。 

 一つ目のスポーツ合宿の誘致では、下の二つ

の二重マルの取組により、ナショナルチームや

プロ、実業団、大学といったトップチームを県

内各地へ招くことができるよう、予算を増額し

ています。二つ目のスポーツ合宿コーディネー

ター制度の導入では、競技やスポーツ施設に関

する知識や経歴を有する専門家をコーディネー

ターとして委嘱して、合宿受入れに向けて市町

村等と調整を行うとともに、トップチーム等へ

の誘致に活動いただくこととしています。三つ

目のスポーツ施設等の情報発信では、スポーツ

合宿の情報サイトの内容を充実し、合宿誘致に

つながる大分の魅力を発信します。 

 次に、６４ページ目をお開きください。 

 上から２番目の東九州新幹線等広域交通推進

事業費４，８８０万１千円です。この事業は東

九州新幹線などの広域交通ネットワークの実現

に向け、新幹線の整備計画路線への格上げなど

を目指し、国への要望活動を行うとともに地元

機運の醸成などに取り組むものです。 

 一つ目の二重マル、東九州新幹線等の実現に

向けた機運醸成では、リーフレットやＳＮＳの

活用、４県１市期成会のＰＲロゴマークを活用

したカーステッカー等の作成などにより、日常

的に目に触れる機会を増やし、県内外における

理解促進・機運醸成に力を入れます。あわせて

豊予海峡ルートについては、今年度実施した断

層文献調査を踏まえ、さらに技術的課題の調査

・研究を行います。 

 次に、６６ページ目をお開きください。 

 一番下の自動車運送事業者乗務員確保対策事

業費６，８９６万４千円です。本事業は２０２

４年問題に対応し、地域公共交通の運行や物流

を担うトラック輸送の維持を図るため、バス、

タクシー、トラックの事業者等が行う乗務員確

保対策に対し助成するものです。 

 一つ目の二重マル、乗務員確保支援では大型

二種等の免許取得や若年者が早期に免許取得可

能となる特例教習の受講に加え、新たに就労環

境の快適化のためのトイレや休憩室といった施

設整備に対し助成します。二つ目の二重マル、

採用人材育成では自社の魅力を伝えることがで

きる採用人材を育成するため、情報発信手法を

学ぶワークショップなどを開催するとともに、

事業者の採用戦略に対し専門家の伴走型支援を

実施します。 

 次に、６７ページ目をお開きください。 

 上から３番目の地域公共交通ＤＸ促進事業費

４，５００万円です。この事業は限られた人員

であっても地域公共交通を維持できるよう、地

域公共交通の効率化や利便性向上を図るため、

市町村や事業者が行うＤＸを活用した業務改善

などの取組を支援するものです。 

 一つ目の二重マル、自動運転実証支援事業で

は先端技術を活用した自動運転レベル４の事例

創出に向け、実証実験に取り組む市町村に対し

て助成を行うものです。二つ目の二重マル、交

通ＤＸ導入支援事業では、運行管理システム、

スマートバス停、配車アプリの導入等に取り組

む交通事業者に対して助成します。 

 以上で企画振興部関係の説明を終わります。

御審議のほどよろしくお願いします。 

大友委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入りますが、執行部の皆さん

に申し上げます。答弁は挙手し、私から指名を

受けた後、自席で起立の上、マイクを立てて簡

潔明瞭に答弁願います。 

 事前の通告者が１７名います。事前通告者が

かなりの人数となっている中、時間も限られて

います。重ねて執行部に申し上げます。より簡

潔な答弁をお願いします。また、委員の皆様に

申し上げます。質疑についてもできるだけ簡潔

にするなど、進行に御協力をお願いします。 

 それでは順次、指名します。 

堤委員 まず、予算概要の２７ページ、日田彦

山線ＢＲＴ地域振興支援事業費の関係です。Ｊ
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Ｒ九州バスは、ＢＲＴの運賃値上げを申請して

いますが、負担増によるさらなる利用者等の減

少につながるのではないか。事業概要では、Ｂ

ＲＴを活用した沿線地域の振興をうたっていま

すが、値上げはそれとは逆の疲弊を招くのでは

ないか。そして、値上げの次は、不採算として

廃止の危険性もあるけども、どう考えるのか。 
 二つ目には、６４ページの東九州新幹線等広

域交通推進事業費。広域交通ネットワーク特別

委員会では、先日、九州大学の馬奈木教授の話

で、費用便益１以上というが、人口密度の衛星

データとか、過去３０年間の新幹線開業の事後

調査などを行い、正確な数字を使うべきではな

いかと述べています。駅をどこにするかなどに

よって、大きくその数字が変わってくるんです

けれども、そのような観点で再度計算してみる

ことが必要と考えるけども、どうでしょうか。 
 豊予海峡ルートについては、技術的課題の調

査等を行うとなっています。その中で、巨大地

震、南海トラフ地震の３０年以内の発生確率が

８割なんですけれども、活断層のずれ等につい

ての詳細な検討が必要だと思いますが、どのよ

うな調査をしようと考えているんでしょうか。 
田原地域交通・物流対策室長 堤委員御指摘の

事業については、おおいた創生推進課の所管す

る事業ですが、委員の御質疑については、ＢＲ

Ｔの値上げとその存続についての問いと理解し

たので、私から答弁をします。 
 ＪＲ九州バスにおける日田彦山線ＢＲＴの運

賃改定については、およそ３０年ぶりに運賃改

定を行う親会社であるＪＲ九州と同様に、安全

やサービスの維持向上、乗務員の待遇改善など

今後の事業継続に必要な対応を着実に実施して

いくために行うものと伺っています。 
 ＢＲＴは、この地域の方々について非常に重

要な移動手段であることから、引き続き多くの

利用者の方を呼び込むために、福岡県、大分県

及び沿線の市町村や交通事業者で構成する日田

彦山線ＢＲＴ沿線エリアＭａａＳ検討会議、こ

の事業において、ＢＲＴの利用促進や沿岸地域

の振興に継続して取り組んでいきます。来年度

は、デジタルチケットの造成やガイドブックの

作成に加えて、酒蔵巡りなど福岡県とも連携し

た誘致イベントなどの支援を行うこととしてい

ます。 
 今後においても、日田市と緊密に連携すると

ともに、地域住民の声をしっかりと聞きながら

ＢＲＴを利用した沿線地域の一体的な振興を支

援していくことで、路線の維持・確保に努めて

いきたいと考えています。 
幸野交通政策企画課長 東九州新幹線の費用対

効果についてお答えします。 

 東九州新幹線の費用対効果等の試算について

は、平成２７年度に４県１市で構成する期成会

で実施したものです。その需要予測については、

国立社会保障・人口問題研究所、いわゆる社人

研の推計を利用しており、将来の新幹線利用者

も減っていく推計となっています。 
 一方で、新幹線開業後の社会経済の活性化や

旅行客の増加などは、現在の国のマニュアルに

おいては便益とみなされていないことから、こ

の東九州新幹線の試算の中でも取り込んでいま

せん。 
 また、駅の位置については、整備計画に格上

げにされた後、工事着工前にＪＲの意向や自然

環境への影響等も踏まえて決定されるものであ

るため、同様に試算には反映していません。 
 国では現在、費用対効果の計算方法の見直し

を検討しており、その結果を踏まえ、４県１市

の期成会とも協議しながら、再算定の必要性を

検討していきたいと考えています。 
 続いて、豊予海峡ルートにおける活断層のず

れについてお答えします。 
 今年度の調査で行っているのは、断層文献調

査といって、旧日本鉄道建設公団が昭和４９年

から昭和５７年までの９年間で約１７億円を投

じて実施した調査を、日本を代表する公的研究

機関である産業技術総合研究所の研究員に依頼

をして、最新の知見を用いて再度検証をしてい

るものです。その調査の中で、この豊予海峡ル

ートにおける活断層の有無等についても現在検

証しているところであり、今月中に結果が判明

する予定です。 
 来年度は、今回実施した地質や断層に関する
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調査結果を踏まえ、トンネルで整備をした場合

の工法の検討や概算費用など、研究会で取りま

とめられた技術的課題の調査研究について進め

ていく予定です。 
堤委員 ＢＲＴとの関係では、一つは、地域沿

線、乗務員の待遇改善で運賃を上げるというの

は理解できるんですよ。ただ、それがイコール、

当然乗る人の人数を減らすわけですよね。減ら

せば、将来的にＪＲは廃線を今までやってきて

いるわけですから、ＢＲＴも下手すれば将来的

には廃止になる可能性もあるわけね。だから、

そういうことをさせないために、具体的に地域

沿線で、酒蔵巡りとかいろいろなことを考えて

いるんでしょう。ただ、それだけでは地域沿線

に人を呼び込むことにはなりませんから、もっ

と根本的にやっていかないと。利便性拡大と地

域沿線の賑わいは、ある意味同時進行でやって

いかないと、このＢＲＴをせっかくしたのに、

結局それが地域沿線の役に立たなかったとなっ

たのではどうしようもないわけですから。そう

いう立場から、このＢＲＴの料金の改定につい

ては考えていかなければいけないとずっと思う

わけですよね。そこら辺を、再度、どうされて

いるかをお伺いしましょう。 
 あと、東九州新幹線については、広域交通ネ

ットワーク特別委員会で九州大学の馬奈木教授

に話を聞いたときになるほどなと思ったのは、

結局、期成会が計算している根拠だけではなく

て、いろんなデータ等を含めて、再度見直しを

するべきではないかと。そうすると結果もおの

ずと違ってくる可能性もあるんだという発想を

我々は聞いたんだけども、そういう発想でも、

やっぱり参考にするべきところは参考にしてい

かないといかんと思うやね。そういう九州大学

の教授たちの意見について、県としてどういう

反応を持つのかということを再度ちょっと聞か

せてください。 
 豊予海峡については、完全に活断層の調査で、

具体的にどういう調査するかはよく分からない

けども、簡単に言うと、滑断層、断層が動くと

いうことは、海底が動くということ。それによ

って、トンネルであっても橋であったとしても、

地面が動くわけだから、そう簡単にゴーサイン

は出ないと思うんだけども、そこら辺、具体的

な滑断層のずれとか、過去の南海トラフの今後

の状況とかをどこまで推計してするんだろうか、

非常に分からんのですよね。今聞いても、専門

の人に調査依頼するわけだから、そういうとこ

ろの観点はどう持つのかなと、地面が揺れると

いうことを。そこら辺、少し教えてください。 

田原地域交通・物流対策室長 ＢＲＴの値上げ

と利用促進との関係についてお答えします。 

 まず、ＢＲＴ、さきほど申し上げましたけれ

ども、乗務員の待遇改善、施設整備等に必要な

経費ということで、やむなく値上げをするとい

うことですが、ＢＲＴは令和５年８月の創業以

来、約１４万人を超える方々に利用していただ

き、ＪＲ九州としても、多くの利用者に乗って

いただいて鉄道時代よりも利用者が増えている

とお伺いしていますので、廃止どうのこうのと

いう話は、現時点では当然ながらお伺いしてい

ません。 
 また、あわせて、当然ながら、維持確保をし

ていくためには利用促進、地域振興が必要なの

で、そちらについても、観光部局、地域振興部

局、市町村等と連携しながら取り組んでいきた

いと考えています。 
幸野交通政策企画課長 東九州新幹線の費用対

効果についてですが、さきほど申し上げたよう

に、費用対効果と国が認めているのは、国のマ

ニュアルに載っている算出の仕方になります。 
 一方で、堤委員御指摘の、例えば社会経済の

活性化であったり、旅行客の増加であったり、

馬奈木教授がおっしゃる部分というのは、新幹

線が通ることによる効果としてはっきりと現れ

てくるものだと思います。これは、新幹線を通

すことに対する機運の醸成には非常に役立つも

のと考えています。費用対効果の中に含めるか

どうかは国が判断するものですが、そういった

経済波及効果を機運醸成に使っていくことがで

きるかどうかというのは、４県１市が一体にな

って算定を行っているので、各県とよく協議を

していきたいと考えています。 
 もう一つ、断層のずれですが、昭和４９年か
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ら実施した調査の中では、その活断層と呼ばれ

る部分は、ルートの約７キロ北に位置していて、

実際そこの活断層はルート上には影響がないと

いうのが、さきに旧鉄建公団が行ったときの調

査結果です。今回は、それを最新の知見で専門

家がもう一度再検証しているので、御心配をさ

れる部分も踏まえて、その結果を出していただ

けるものと考えています。まだ結果が出ていな

いので、そこはよく結果を聞いてみたいと思い

ます。 
堤委員 結果はいつ出るとさっき言ったかね。

それだけちょっとお願いします。 

幸野交通政策企画課長 今月中をめどにまとめ

ることになっています。 

岡野委員 よろしくお願いします。２点伺いま

す。 
 まず、予算概要書２５ページのおおいた移住

定住促進事業費２億９３１万７千円ですね。こ

ちら、若年者や子育て支援の拡充というのは、

さきほどの若林部長の御説明で理解ができまし

た。 
 もう１点、昨年より６６０万円の増となって

いる定住支援の項目について、その中の定住相

談窓口の設置がどういうものなのか、どう行う

のかを教えてください。 
 そして、もう一つ、予算概要書の５１ページ、

選ばれるおおいた情報発信推進事業費１億５２

７万８千円。こちらもＤＸ・デジタルマーケテ

ィングの部分が１千万円ほどの増となっていま

す。これはやはりＤＸやデジタルマーケティン

グ強化の現れだと思うんですけれども、このＤ

Ｘ・デジタルマーケティングの近年のこれまで

やってきたその成果がどういったものなのか、

その成果を踏まえて、今後、何を強化していく

のか、それに対してどのような効果を見込んで

いるのかを教えてください。 
工藤おおいた創生推進課長 私からは、定住相

談窓口の設置についてお答えします。 
 この定住相談窓口については、若年世帯等の

定住を促進するため、今年度から既に実施をし

ているものです。行政書士や税理士等との専門

家のネットワークを持つ事業者に委託して、住

宅新築時の農地転用の手続や相続など、定住に

向けたよろず相談をあずかっています。より多

くの方に知っていただくことが大事であり、こ

れまで各市町村の農地転用担当窓口等にリーフ

レットを送付するとともに、窓口開設時には新

聞記事にも掲載されたところです。現時点で３

件の相談を受け、２件が既に解決済みとなって

います。 
 来年度は、さらなる周知を図るため、リーフ

レットに代えて、若年者に届きやすいようＳＮ

Ｓ等による広報を実施することとしています。 
 今後とも、住み慣れた地域に住み続けたいと

いう希望がかなうように、若者の定住促進に取

り組みます。 

柴北広報広聴課長 私からは、ＤＸ・デジタル

マーケティングの近年の成果について、それか

ら今後の効果についてお答えします。 

 令和４年度から外部専門人材をアドバイザー

に招き、デジタルマーケティングの視点から助

言をいただいているほか、職員に対する広報・

デジタルマーケティング研修を実施してきまし

た。アドバイザーからは、情報発信でのターゲ

ットの設定や広報媒体の選定を踏まえた仕様書

への反映も助言をいただき、効果的な情報発信

につなげられるようになってきました。 
 また、研修の実施により、各所属の事業担当

者の広報スキルの向上が図られているものと考

えています。 
 令和７年度は、引き続き外部専門人材を活用

し、庁内の情報発信に関して助言をいただくこ

ととしています。また、職員に対する研修を自

治人材育成センターの階層別研修に位置付け、

広く職員に研修の受講を促すことにより、県庁

全体の広報・デジタルマーケティング能力の向

上を図ることとしています。 
 さらに、県庁ホームページに掲載している情

報量が大変多くなっています。検索機能を使用

してもなかなか目的ページにたどり着くまでに

時間がかかるという声があるので、国の交付金

を活用し、生成ＡＩを用いた検索機能を導入す

ることにより利便性の向上に取り組むことを考

えています。 
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岡野委員 ありがとうございます。本当にこの

ＤＸとデジタルマーケティング、情報発信とし

ては貴重だと思いますし、あと、各振興局でも

それぞれの情報発信をしているので、是非そう

いった効率化を図っていただきたいと思います。 

中野委員 まず、予算概要４３ページのプロス

ポーツ連携事業費及び大分スポーツ地域元気創

出事業費です。 

 プロスポーツ連携事業は新規事業、大分スポ

ーツ地域元気創出事業は、その一部が新しいお

おいた共創枠の事業に該当するということで、

県が力を入れようとしていることがうかがえま

す。また、令和７年度の組織改正が２月１０日

に発表され、これまで芸術文化振興課の課内室

であったスポーツ振興室を、４月以降はスポー

ツ企画班、スポーツ振興班の２班からなるスポ

ーツ振興課として新設することとされています。

冒頭の若林部長の説明と重なる質疑もあると思

いますが、課の重点的な事業となる新たな取組

を伺います。 
 また、大分スポーツ地域元気創出事業につい

ては、前年度よりも２，０４２万５千円増の６，

７７４万８千円が計上されています。これまで

と比べて拡充する取組を伺います。 
 もう１点、これは昨年の予算特別委員会で清

田委員が質疑されましたが、県内各地域での合

宿誘致の取組状況について伺います。 
 続いて、予算概要５７ページ、委託統計費に

ついて質疑します。 
 今年は、５年に１度の統計調査の年です。国

内の人及び世帯の実態を把握し、各種行政施策、

その他の基礎資料を得ることを目的とする最も

重要な統計調査であると位置付けられ、全額国

庫負担で実施されます。国勢調査は全数調査で

あり、そのうちインターネットと郵送による回

答率は、前回、令和２年は７９．８％であった

そうですが、令和７年の国勢調査に向けて、国

はどのような取組を推進しているのか伺います。

また、県としてもどのような取組を行うのかに

ついてもあわせて伺います。 
 最後に、予算概要６７ページの地域公共交通

ＤＸ促進事業費について質疑します。 

 本事業は、新しいおおいた共創枠事業かつ令

和７年度の新規事業で、自動運転実証支援と交

通ＤＸ導入支援の二つで構成されています。こ

ちらも若林部長から説明がありましたが、それ

ぞれの狙いなど事業概要を具体的に説明願いま

す。また、自動運転の実証実験については、予

算額２千万円で２件となっていますが、どのよ

うな路線を想定しているのか伺います。 
佐藤スポーツ振興室長 私からは、まず令和７

年度に新設されるスポーツ振興課の取組につい

てお答えします。 

 まず、スポーツ振興課の新設の目的は、スポ

ーツ合宿の誘致促進、それと地域活性化に資す

るスポーツ施設の在り方の調査検討など、スポ

ーツによる地域の元気づくりを加速させるため

に体制を強化するものです。 
 拡充する取組ですが、来年度から大分県スポ

ーツ合宿誘致推進協議会に競技やスポーツ施設

に関する専門家を配置して、市町村の受入環境

の改善や人的ネットワークを活用した合宿誘致

の強化に取り組みます。さらに、市町村と連携

し、合宿チーム向けの情報サイトであるスポ泊

！おおいたに温泉やグルメなどの情報も追加す

ることで、大分県の魅力を国内外に発信してい

きます。 
 新しい取組になりますけれども、県内スポー

ツ施設の現況や県外の先進事例などの調査を行

い、地域の元気を創出できるスポーツ施設の在

り方を検討していきたいと考えています。 
穴南統計調査課長 私から、令和７年国勢調査

についての御質疑にお答えします。 
 国では、令和７年国勢調査の取組ポイントと

して次の２点を挙げています。一つ目、簡単便

利なインターネット回答の積極的促進です。Ｑ

Ｒコード読み取りによるログインＩＤ、パスワ

ードの入力の省略、回答支援ブースの設置など

により、インターネット回答率の向上を目指し

ます。二つ目、広報・協力依頼の充実強化です。

調査前年からシームレスで一貫性のある効果的

な広報を展開するほか、官民一体の協力体制を

強化するため、サポーター企業・団体の拡充を

図ります。 
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 県においても、インターネット回答を促進す

るため、県内の各種団体への協力依頼や様々な

媒体を活用し、地域に密着した広報を展開する

こととしています。そのため、前回調査より２

か月前倒しで、本年１月３１日に大分県実施本

部庁内連絡会議を設置しました。関係団体を所

管する所属と情報を共有しながら、関係団体へ

の協力依頼を積極的に行っていきます。また、

調査開始後、調査員が世帯を訪問する際、簡単

便利なインターネット回答を直接推奨したいと

考えているところです。 
 以上のような取組により、国と市町村と連携

し、円滑かつ確実に調査を実施していきます。 
田原地域交通・物流対策室長 私からは、まず

自動運転実証支援と交通ＤＸ推進支援の狙いと

事業概要について説明します。 

 自動運転実証支援は、自動運転レベル４の実

装に向けて、自動運転技術の確認のほか、乗務

員対応、不足対応や社会的重要性、地域などの

効果について検証するものです。支援内容は、

実証に取り組む市町村に対して、必要な経費の

２分の１を補助するものです。 
 交通ＤＸ導入支援は、運行管理システムやア

プリの導入により、業務の効率化、省人化、ま

た、駅へのスマートバス停設置による交通結節

点の機能強化や、外国語表記によるインバウン

ド旅行者に向けた利便性向上などを図るもので

す。今年度にＪＲ九州とバス事業者がダイヤ連

携等の連携協定を締結したこともあり、駅への

スマートバス停設置などといった複数の事業者

間が協働して行う取組の創出を目指していきた

いと考えています。 
 支援内容は、交通事業者が行う運行管理シス

テム、スマートバス停、配車アプリなどのＤＸ

関連設備の導入に要する経費について、４分の

１を補助するものです。 
 続いて、自動運転の路線の想定です。自動運

転の路線については、循環線や集落間と駅と港

へ結ぶ道などの単純な往復など、まだ高度な運

転技術を必要としない区間に自動運転を導入し、

その分で余剰した人員を都市部などの路線に配

置することを将来的には想定しています。例え

ば、今年度実証実験を行った佐伯市の大入島で

は、将来的には、フェリー乗り場から集落を結

ぶ移動手段として活用することを目指して実証

実験が行われ、来年度も引き続き行われる予定

です。 
中野委員 国勢調査については、県が毎月公開

している人口推計や人口ビジョンの根拠となり、

各種施策の基礎調査となる大事な調査です。意

気込みは十分伝わりましたので、しっかり成果

が上がるように期待をしています。 
 また、スポーツの両事業は、地域の元気づく

り、地域公共交通とＤＸの事業については、効

率化や利便性向上に資する事業と位置付けられ

ており、安心・元気・未来創造ビジョン２０２

４実行元年の一端を担う大事な事業だと思いま

す。期待をしていますので、よろしくお願いし

ます。 
佐藤スポーツ振興室長 大変申し訳ありません、

県内各地域での合宿誘致の状況についてお答え

します。 

 協議会による合宿誘致は、設立当初の１０件

から、今年度は過去最高となる２５件まで増え

る見込みです。市町村別では、大分市、別府市

での実績が多いものの、近年では、これまで受

入実績のなかった中津市、日田市、由布市など

で新規合宿が行われるなど、受入市町村も徐々

に増加しています。これからも市町村や競技団

体と一体となって、誘致活動の強化に取り組み

ます。 
三浦（正）委員 私からは２点質疑します。 

 予算概要６４ページの東九州新幹線等広域交

通推進事業費についてです。 

 若林部長からも冒頭御説明がありましたが、

東九州新幹線の整備計画路線格上げに向けた機

運の醸成について、４県１市の期成会との連携

も含めて、具体的に今後どのような取組を充実、

強化をしていく予定なのか、お聞かせください。 
 ２点目が、予算概要６５ページの国際航空路

線誘致・拡充促進事業費についてです。 
 台湾路線が就航した後の国際航空路線の取組

について、また路線増に伴う空港人材の確保は

今後どのように取り組んでいくのか、お聞かせ
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ください。 
幸野交通政策企画課長 東九州新幹線の整備計

画路線格上げに向けた機運醸成についてお答え

します。 

 東九州新幹線の整備計画路線格上げに向けて

は、４県１市の期成会が重要だと考えています。

期成会を基軸に、エリア全体の機運醸成等に取

り組んでいるところです。今年度は、会議等を

頻繁に開催して意見交換を実施しています。現

在、関係県市が一体でＰＲできるロゴマークを

作成しています。近日中に発表を予定しており

ます。国への要望についても、本県が各県に積

極的に働きかけ、今年度は近年では初めて全て

の首長等が参加をし、格上げへの強い思いを一

丸となって伝えたところです。 
 来年度は、４県１市期成会のＰＲロゴマーク

を活用して、各県がＰＲを強化する予定です。

当県においては、カーステッカーを作成し、公

用車はもとより、経済団体や運輸事業者等と協

力して、日常生活で東九州新幹線を目にする機

会を大幅に増やしたいと考えています。 
 また、シンポジウムについても、今年度は期

成会会長の河野宮崎県知事がオンラインで出演

をされましたが、来年度も関係県、経済団体と

しっかり協力をし、エリア全体がさらに盛り上

がるように取り組んでいきたいと考えています。 
 引き続き、４県１市期成会の活動を発展させ

るために何をすべきかを考え、機運醸成を図り

たいと思います。 
 続いて、国際航空路線の取組についてお答え

します。 
 昨年９月に策定した安心・元気・未来創造ビ

ジョン２０２４の目標である令和１５年度の大

分空港乗降客数２６６万人の達成に向け、好調

なインバウンド需要を取り込んで国際航空路線

を拡大していきたいと考えています。ターゲッ

トとしては、本県の宿泊客数が多いアジア地域

を中心に誘致活動に取り組んでいます。宿泊客

数が最も多い韓国については、今年度デイリー

化することができました。次に多いのは台湾で、

今回、大分空港初となる台北直行便の就航に結

び付けたところです。どちらも長く継続をして

いただけるよう、着陸料やＰＲ広告等の助成に

取り組み、路線の維持、拡大に努めたいと考え

ています。 
 そのほか、第３位となる香港や他のアジア地

域においても、新規路線誘致に向けた取組を進

めていきたいと考えています。 
 空港人材の確保については、これまでも航空

会社や空港ビル会社などによる合同就職説明会

の開催を令和４年度から支援しており、３年間

で１６名の採用につながったところです。今後

もこうしたことに引き続き取り組んでいくとと

もに、来年度は、国際線の受入体制を強化する

ため、航空機の誘導やカウンター業務等の地上

支援業務などのいわゆるグランドハンドリング

人材の確保に要する経費に対し、新たな助成を

行うこととしています。 
三浦（正）委員 ありがとうございます。 

 まず、国際線誘致の関係です。今、答弁もあ

りましたけれども、４月２日からの台北との直

行便について、我々も現地の訪問をし、力を尽

くしてきました。大変うれしく感じているとこ

ろです。 
 そういった中、インバウンドはもちろんです

けれども、台湾便に乗ってもらう、いわゆるア

ウトバウンド、これがこれからさらに重要とな

ってくるわけです。担当課のＰＲ活動は当然で

すが、観光局等も含めて、このアウトバウンド

にしっかり力を注いでいただき、またその成果

が他の国際線誘致にも必ずつながっていくと思

うので、取組を期待しております。 
 また、航空人材の確保について、もう言うま

でもなく人材不足の中、限られた人材の有効活

用、そして人材の確保に向けて、新年度もしっ

かり取り組んでほしいと思います。 
 そして、東九州新幹線ですが、４県１市の期

成会とのさらなる連携、取組の強化については、

私は、東九州新幹線のルートをしっかり日豊本

線ルートに確定させることが、連携体制をもう

一度しっかり固めることにつながるものと思っ

ています。 
 本年１月、広域交通ネットワーク特別委員会

として宮崎県庁へ訪問しました。宮崎県も複数
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のルート案を示していますが、宮崎県総合交通

課長、国交省から出向のようですが、宮崎県と

しても東九州新幹線のルートは、はっきり日豊

本線ルートとの答弁もいただいております。今

なお本県において根本的なルートの議論が行わ

れていることに対し、私は大変強く危機感を抱

いています。本県としても、日豊本線ルートと

早期に確定をさせ、東九州新幹線、確実にしっ

かりと前に進めていっていただきたいと思いま

す。 
 現状の期成会の状況も踏まえて、代表質問以

上の答弁は期待をしていませんが、交通政策局

としての基本的な捉え方をお聞かせください。 
幸野交通政策企画課長 ４県１市期成会の活動

を含めて県の考え方をという質疑に対してお答

えします。 

 今、三浦正臣委員がおっしゃった宮崎県の考

え、また隣県の福岡県の考え等々、私も承知を

しております。 
 また、ルート案については、福岡県、北九州

市、宮崎県、鹿児島県からも十分理解を得なが

ら足並みをそろえていくことにより、その格上

げに向けた誘致活動がさらに活性化することも

認識しております。 
 東九州新幹線の整備計画路線への格上げに向

けては、関係県との連携が不可欠と考えていま

す。引き続き、福岡県、北九州市、大分県、宮

崎県、鹿児島県の自治体等で構成する４県１市

期成会を基軸に取組を進めていきたいと考えて

います。 
三浦（正）委員 正に今、正念場だと思います。

大分県の本気度が問われていると思います。こ

れ以上、東九州新幹線、後退させないようにし

っかり前に進めていっていただくよう要望して

終わりたいと思います。 

原田委員 私も日豊線ルートに賛成です。 
 予算概要の２６ページ、地域未来創造総合補

助金について質疑します。 

 さきほど、若林部長から説明があったとおり、

地域活力づくり総合補助金から、今年度、１枠、

地域未来創造枠、これは５千万円という大きな

限度額でつくっていますから、もう説明があり

ましたが、大体分かりました。付け加えること

があったら、またお願いします。 
 実は、昨年の予算特別委員会で、それまであ

った県内各振興局の地域課題対応枠を廃止し、

この補助金――地域活力づくり総合補助金とい

う名前でしたが、それを活用していくという話

でした。今回の予算概要の中にも、地域課題枠

として臼杵市のハマグリとか、別府湾、東部振

興局の海水浴場、宇佐駅の改築等も入っていま

すけど、３年目だから残っていて、いよいよ今

回で終わるんだなと思います。地域課題への対

応にこの補助金を活用していく方向性について、

これからも続けていくと思いますが、是非それ

をお聞かせ願いたいと思います。 

工藤おおいた創生推進課長 地域課題対応枠廃

止後の補助金の活用状況についてお答えします。 
 地域課題対応事業については３年間実施する

こととなっており、今年度は、各振興局で令和

４年度及び５年度開始の１２事業、５，６５５

万８千円を実施しています。具体的には、さき

ほど原田委員がおっしゃった東部振興局におけ

る海水浴場とか、あるいは姫島ＩＴアイランド

を活用したワーケーション促進事業、それから

豊肥振興局では酒蔵を活用した地域活性化事業、

北部振興局では、宇佐駅の機能強化、地域観光

活性化事業などに取り組んでいます。 
 地域課題対応事業は、今年度から地域活力づ

くり総合補助金を活用することとしています。

地域の様々な主体が取り組む地域活性化の事業

に対しては、２月末時点で９２件２億１，１０

６万５千円を補助しており、地域課題の解決に

向け強力に後押しをしているところです。また、

地域活力づくり総合補助金は、来年度から地域

未来創造総合補助金にリニューアルしますが、

課題対応でこの補助金を使うスキームについて

変更することはありません。引き続き、振興局

が直接行う地域課題の解決に向けた取組に対し

ては、積極的に支援していきます。 

原田委員 よく分かりました。ありがとうござ

います。若手職員の政策形成能力の向上のため

にも、こういった取組を是非続けていただきた

いと思います。 
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木田委員 予算概要４４ページのツール・ド・

九州推進事業費について、来年度は宮崎県と共

同開催ということですが、どのようなＰＲある

いはイベントを行う予定なのか。あと、全県的

な盛り上がりはどう図っていくのか、教えてい

ただきたいと思います。 
 また、次年度のコース設定に対する考え方、

現状、どういう考えがあるか教えてください。 
 次に、６６ページの自動車運送事業者乗務員

確保対策事業費ですが、就労環境の快適化のた

めの施設整備をするということで、どのような

効果が期待されるのか。また、企業の採用人材

の育成に県が支援しなければならない理由は何

があるのか。そして、施設整備面以外で、採用

とともに従業員の定着に対する支援策はないの

か、お示しいただきたいと思います。 
佐藤スポーツ振興室長 私からはツール・ド・

九州についてお答えします。 

 まず、コースとなる佐伯市、それと宮崎県延

岡市の自然や食の情報を盛り込んだＰＲ動画の

制作やターゲティング広告を行うほか、レース

沿線を中心に、大会カラーである黄色を基調と

したシティドレッシングを実施するなど、県内

外からの誘客を図るとともに大会開催の機運醸

成を図ります。それとあわせて、県内各地で大

会開催のＰＲイベントも実施し、ツール・ド・

九州開催の周知を図ります。 

 また、大会当日は、佐伯・延岡両市において

パブリックビューイングや地元のグルメなども

楽しめるイベント会場を設置する予定でござい

ます。 

 コースの詳細についてですが、現在、関係機

関と協議中であるため、確定していない部分も

多い状況ですが、国土交通省の日本風景街道の

一つとして登録されている佐伯市旧蒲江町と延

岡市旧北浦町を結ぶ日豊海岸シーニック・バイ

ウェイを軸とした雄大な自然を駆け巡るコース

を考えています。 

田原地域交通・物流対策室長 私からは、まず

施設整備の効果について御説明します。 

 働きやすい労働環境の提供については、その

こと自体が採用のＰＲに活用でき、職場のイメ

ージアップに貢献できると考えています。まず、

バス、タクシーの事業所においては、事業所で

一定時間の待機・休憩時間がありますので、ト

イレや休憩室などの快適化を図っていくように

考えています。 
 また、トラック事業所においては、事業所で

待機をする時間があまりないので、女性ドライ

バーが荷物を運びやすいようにフォークリフト

やパワーアシストスーツなどの導入を支援して、

職場環境の改善と負担軽減を図っていきます。 
 続いて、企業の採用人材の育成について県が

支援する理由についてです。 
 各交通事業者が採用活動をそれぞれ行ってい

ますが、自社の魅力をうまく求職者に伝えられ

ていない現状があります。そのため、応募や採

用になかなかつながらないことが見受けられる

と考えています。そのため、各事業者の採用担

当者にまずは自社の魅力を再発見してもらい、

それをどのように求職者に対して効果的に伝え

ていくかというアプローチ手法を学ぶ場を提供

するとともに、専門家による伴走支援により採

用の活動を行い、採用増を後押ししていきたい

と思います。 
 また、採用とともに定着に対する支援策が設

備以外にもないかという御質疑です。 
 入社した従業員、乗務員が採用前に持ってい

たイメージとギャップを持ってしまうことは、

早期の離職やモチベーションの低下につながる

と考えています。このため、就労環境を快適化

して働きやすい環境を整えること、また、やは

り賃金は大事なので、賃金アップについて働き

かけることで、乗務員の定着を図ることができ

ると考えています。 
木田委員 ありがとうございます。ツール・ド

・九州、是非全県的な盛り上がりをつくるとい

うことが大切なので、ＰＲイベントをするとい

うことです。 
 また、当日の対応なんですが、私も日田市の

会場に２回行きましたが、やはり現場、ゴール

のところのイベントも大切ですが、祝祭の広場

でパブリックビューイングを設けて、そこでも

中継と解説を交えながら放送をしていただくよ
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うな機会もあると、かなり全県での認知度向上

にもつながるんじゃないかと思うので、大分市

でも、パブリックビューイングの検討も是非考

えていただきたいと思います。 
 ドライバーの確保ですが、さきほど採用に対

するいろんなアドバイスもありましたが、伴走

支援の中で是非お願いしたいのは、今の個人事

業者、大手でないところの運送業の方は、やは

り若い人がせっかく入ってくれたんだけど、辞

めてしまうということで非常にお悩みです。社

長と話をするんですが、昭和世代の方で、やは

り若い人との接し方がうまくできていないんじ

ゃないかなという感じがしています。是非若い

ドライバーと接するときには、呼びかけとか声

かけ、そういった面のアドバイスも、是非伴走

型の中で御指導いただきたい。そういう機会を

設けていただきたいと思うので、是非よろしく

お願いします。 

桝田委員 私は予算概要６４ページの東九州新

幹線等の実現に向けた機運醸成について質疑し

ます。 

 昨年より、２千万円以上の予算が計上されて

います。リーフレットとかシンポジウムという

形で、詳細内容が昨年とあまり変化がないよう

に見られましたが、昨年とは違って、多分いろ

んな部分で変化があると思います。どういった

ところの予算が増えたのかお尋ねしたいと思い

ます。 
 そして、機運醸成ということで、多分、ＫＰ

Ｉを出すと思います。それに対して、やっぱり

県民がどこまで機運醸成したかというのが整合

性を多分取っていくと思いますので、それにつ

いてどう考えているのかをお尋ねします。 
 そして、もう一つ、予算概要書６４ページの

豊予海峡ルートの研究活動というところで、技

術的課題の部分に関してはさきほど若林部長も

幸野課長も答弁いただき、私も理解できました

ので、１点だけお尋ねします。 
 これも、やはり東九州新幹線同様に、四国側、

相手側の対応や反応が非常に大事かなと思って

います。そういった部分で、現在の四国側の反

応と今後どのように進めていくかをお尋ねした

いと思います。 
幸野交通政策企画課長 東九州新幹線等の実現

に向けた機運醸成についてお答えします。 

 本予算では、新幹線の格上げに向けた機運醸

成を目指しているところですが、さらなる機運

醸成を目指すということで、１０年以上前の平

成２３年度に東九州自動車道の早期完成に向け

て、カーステッカーを１万枚作成したほか、広

告掲載を実施するなど、県内外の機運の醸成を

行いました。こうした取組もあり、平成２７年

３月に県内の全線が開通したと考えております。 
 この事例を踏まえ、来年度は４県１市期成会

が現在ＰＲロゴマークを作っているので、この

ロゴマークを活用してカーステッカーを１万枚

作成したいと考えています。 
 これに加えて、広告塔の設置、あるいはＳＮ

Ｓ広告、イベントへの出展など、新たに県民や

企業の理解促進、機運醸成を図る取組を行いた

いと考えており、２千万円以上の増額となった

ところです。 
 当事業のＫＰＩについては、こうした東九州

新幹線等への関心の高まりを数値的に把握した

いということで、年度内に実施するシンポジウ

ムやあるいは地域別説明会といった場面での参

加者の数としています。今年度は目標４００名

としましたが、延べ８１０名が参加をしていま

す。これからも数値的にもしっかりと把握でき

るように、ＫＰＩを定めて取り組んでいきたい

と考えています。 
 もう１点は、豊予海峡ルートの四国側の反応

についてです。 
 昨年の１０月に愛媛・大分交流会議が行われ、

愛媛県の中村知事から、この豊予海峡ルート構

想なんですけれども、産業振興の面からも整備

の必要があり、長い目で見た国家戦略に位置付

けるべきとの発言がありました。今後とも、連

携して推進をすることをその場で確認したとこ

ろです。来年度も引き続き、この愛媛・大分交

流会議を開催し、また、九州・四国シンポジウ

ム等も開催を予定しています。 
 四国の各県、団体等との連携も強化して、さ

らなる機運の醸成に取り組んでいきたいと考え
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ています。 

桝田委員 本当にいろいろとシンポジウムや説

明会をして、すごく努力をしていると思います。

昨年、３月に中津市のほうで説明会を行ったと

きに、ちょっと三浦正臣委員と重なるんですけ

れども、路線をどうするのかとか、そういった

ところが出てきていたと思うので、少し温度差

を私自身も感じる部分があります。 
 なので、こういう物事は逆算スケジュールが

一番大事だと思います。例えば、令和何年まで

に整備計画路線に上げるとか。さっき言った知

事の代表質問での答弁では、国が決めることと。

確かに、国が決めることですよね。ただ、大分

県の総意として見れば、やはり日豊本線の方が

求めている方が多いという、そういった部分の

調査が私は一番機運醸成につながってくるのか

なと思います。三浦正臣委員と重なることがた

くさんあるのでこの辺にしておきますけれども、

是非とも、県民の皆様の参加率よりも、参加し

てやっぱり意見を言いたい方もいるので、それ

は機運醸成ではなくて、意見を言っている形に

なるので、そこら辺をきちっと調査研究して、

是非とも東九州新幹線実現に向けて一緒に前に

進めていきたいなと思うので、よろしくお願い

します。 
猿渡委員 お疲れ様です。私からはアートの関

係と広報の関係、そしてドライバーの関係につ

いて質疑をします。 

 まず、４１ページ、地域の芸術文化発展事業

費とまちなかアートフェスタ開催事業費に関わ

ってなんですけれども、以前から、幅広い県民

に気軽に芸術や文化を楽しんでいただくことは

大事じゃないかと申し上げてきたんですが、今、

そういう取組、随分努力していただいていると

思います。特定の人が楽しむものではないとい

うところが広がってきているかなというのはあ

りがたいと思うんですが、この二つの事業につ

いて、具体的にどのような形で行うのか御説明

いただきたい。 
 二つ目は、５１ページの広報活動費とマルチ

メディア広報推進事業費に関わるんですけれど

も、若干、地域公共交通の方にも関わってくる

かなと思うんですが、ちょっと気になっている

のが、今いろんなバリアフリー化が進んできて

いるんですが、色覚障がいの方、色覚異常とい

う言い方もするんですか、その方に配慮した広

報だとか、色の使い方とかが配慮されているの

かなと。その点も配慮して、いろんな方が見や

すいものにすべきではないかなと思うんですね。 
 色覚異常がある方は、緑と赤が見分けにくい

とか、黒と赤、ピンクと水色とかも見分けにく

い方が多いらしいんですけれども、例えば、高

速道路や駅とかバスとかの電光掲示板とかに、

黒いものに赤い文字、何かそういうものが見づ

らい人が多いらしいんですよね。その辺のとこ

ろとか、関係者の御意見を聞きながら取り組む

べきではないかと思います。 
 色覚障がいの方は、男性の場合では２０人に

１人ぐらいの確率でいるそうです。ここの議場

はほとんど男性なんですが、この人数でいくと

３人いてもいい割合になるので、大事な問題か

と思います。 
 ３点目、６６ページの自動車運送事業者乗務

員確保対策事業費、さきほどから女性が荷物を

運びやすいようにとか、いろんな説明があった

んですけれども、男女別トイレとか更衣室の整

備とか、本会議などでも説明がありましたが、

大変大事だと思います。交流会の対象者を含め

て、具体的に説明いただきたいんですね。 
 私は、建設業の女性の交流の場に参加したと

きに、なぜこの職を選んだかといったときに、

事務系の方とかが、髪の色とかネイルとかが自

由だとか、残業がないからプライベートが充実

できるということをおっしゃったんですね。や

っぱりそういうところが大事なんだなと思って、

そういうところや自由なところはＰＲできると

いいのかなと思ったりもしています。 
 ３点、お願いします。 
宮成芸術文化振興課長 地域の芸術文化発展事

業は、三つの事業から成っています。まず、地

域の顔づくりに向けた支援は、例えば、竹田市

が瀧廉太郎ゆかりの地として音楽による地域活

性化を進めているように、芸術文化を活用して、

シビックプライドの醸成であるとか、県内外か
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らの人を呼び込むとか、そういったことなどを

目指している市町村の取組を支援する事業です。 
 これについては、事業費の補助に加えて、芸

術文化の活用に精通したアドバイザーの方の伴

走支援も行いながら、市町村による地域の顔の

創出を後押ししていきたいと思っています。 
 二つ目の地域づくりアート人材育成について

は、芸術文化関係の業務に携わっている方など

基礎知識を持っている方を対象として、３年間

の実践的なセミナーを実施することにより、芸

術文化による地域づくりを推進できる人材を育

成していこうという事業になっています。 
 三つ目の文化芸術拠点形成事業については、

現代アート作品の設置であるとか、アーティス

トや市民、観光客が参加できる文化祭、ベップ

・アート・マンス等の実施を支援するものです。 
 次に、まちなかアートフェスタ開催事業につ

いてですが、これは、県民が町なかで気軽に芸

術文化に触れ合えるイベントとしてできていま

す。今回が第２回目となるんですけれども、別

府アルゲリッチ音楽祭が第２５回を迎えること

を記念して、クラシック音楽だけをテーマとし

て、おおいたクラシックフェスティバルという

名前で開催しようと思っています。例えば、大

分駅の周辺ではステージを設けて、アルゲリッ

チ音楽祭のフィルムコンサートや、アルゲリッ

チについて語るトークショーなどを開催します。

それから、ほかのところに設けたステージでは、

公募で選ばれた幅広い年齢の皆さんのクラシッ

クの演奏を楽しんでいただきたいと思っていま

す。 
 猿渡委員御指摘の、県内各地の県民が気軽に

楽しめるようにすべきという点については、ま

ず、まちなかアートフェスタなんですけれども、

今回、大阪・関西万博や国東半島芸術文化祭と

かがあるので、そういったものに合わせて、国

東市とか豊後高田市、それから大分空港である

とか、あとさんふらわあの船内などにも会場を

設けて、ミニコンサートを行っていきたいと思

います。 
 そのような取組を通じ、地域の皆さんのほか、

観光客にも芸術文化を気軽に楽しんでいただき

たいと思っています。 
 それから、さきほどの地域の芸術文化発展事

業についても、市町村が主体的に芸術文化に触

れ合える場を創出しようという取組を後押しす

るものになっているので、それにより、地域の

方々が身近に芸術文化の魅力を感じられるよう

にしたいと、そういった支援をしていきたいと

考えています。 
柴北広報広聴課長 私からは色覚障がい者の方

に配慮した広報等についてお答えします。 

 県の広報紙、新時代おおいたでは、視覚に障

がいのある方も見やすいよう、本文書体にはユ

ニバーサルフォントを使用しています。また、

文字間や行間を十分に取り、色の数を抑えて読

みやすい構成とするなどの工夫を行っていると

ころです。 
 ホームページ作成においては、大分県ウェブ

アクセシビリティガイドラインを定め、文字色

と背景色は明暗の差が十分な組合せとなるよう、

また、グラフなどは色のみではなく文字等で情

報を示す工夫も行っています。猿渡委員御指摘

の、色覚に障がいのある方の識別が困難な事例

も具体的に紹介をしています。また、これらに

ついては、毎年度実施しているホームページ作

成研修において職員に周知を図っているところ

です。 
 道路標識など交通に関わることについては、

命に関わることにもなるので、関係部局に共有

します。 
 今後も、どなたにも分かりやすい広報、情報

発信に努めていきます。 
田原地域交通・物流対策室長 私からは女性が

働きやすい環境整備や交流会などの具体的内容

についてお答えします。 

 さきほどの説明でもちょっと重複することが

ありますが、やはり運輸関係の事業所について

は、これまでは男の職場と言われて、他の職種

に比較して女性向け施設の整備が遅れていた点

は否めないところでした。やはりこれからは女

性にも活躍していただくために、女性専用のト

イレとか休憩室などを整備して魅力のあるもの

にして女性が就職をためらわないように、また、
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就職していただいた後も長く勤めていただける

ように、労働環境の整備にかかる費用を支援し

ていきたいと考えています。 
 トラックにおいても、やはり女性ドライバー

が荷物を運びやすい、より運びやすくするよう

に、フォークリフトやアシストスーツなどの導

入を支援して負担軽減を図っていきます。 
 また、女性乗務員との交流会については、今

年度は、ドライバーの仕事に興味がある女性を

事前に募集し、バス、タクシー、トラックの運

転手の女性の方々に来ていただいて交流会を実

施しました。来年度においては、大分駅前など

のオープンスペースにて、県内で働いている女

性ドライバーのトークイベントや交流会を実現

するとともに、今年度作成した女性運転手活躍

応援のパンフレット、このパンフレットにも、

バス、タクシー、トラックの女性ドライバーの

インタビュー等を掲載しています。これを活用

することによって、今年度実施した事前周知の

方向に加え、女性ドライバーの活躍をより多く

の方々に目にしていただいてイメージアップを

図り、交通事業者に女性の方々に興味を持って

いただく機会としたいと思っています。 
猿渡委員 ありがとうございます。ＢＬＯＣＫ

Ｓのときにも、やはり交流することの大切さを

非常に実感して、女性同士、少ない中で交流す

ることで、非常に前向きになっているというの

を実感したので、大事にしていっていただけれ

ばありがたいなと思います。 
 あと一つ、ちょっと要望ですけど、バス無料

デー、とても大事ないい取組だなと思うんです

ね。ただ、広報や周知が、例えば駅のところの

バス停にちょっとポスターやチラシを１枚貼る

とかでもいいので、そういうのも見受けられな

かったので。大分駅とかはちょっと電光掲示板

とかでやっていたんですけど、そういう形でも

っと幅広く、ふだんバスに乗らない人に目につ

くところにＰＲしていただければありがたいか

なと思いますので、よろしくお願いします。 
御手洗（朋）委員 予算概要の５１ページ、選

ばれるおおいた情報発信推進事業費について。

その中に、観光や移住、就業等あらゆる分野で

選ばれるおおいたの実現を図るとあります。各

分野で異なるかとは思いますが、選ばれるおお

いたとは具体的にどのような姿かお示しくださ

い。 
 また、海外向け情報発信及び海外向け大分県

紹介冊子の詳細について教えてください。 
柴北広報広聴課長 選ばれるおおいたとはとい

う御質疑ですけど、昨年９月に策定した安心・

元気・未来創造ビジョン２０２４の達成により、

共生社会おおいたと選ばれるおおいたが実現で

きるものと考えています。選ばれるおおいたの

姿は、魅力、ブランド力が高まり、移住者や定

住者が増加し、観光客で各地がにぎわい、企業

進出や投資が伸びるなど、あらゆる形で確認さ

れていくものと認識しています。 
 広報広聴課としては、各所属が実施する情報

発信において、外部専門人材によるアドバイス

なども活用しながら、ターゲットの設定や広報

媒体、手法の選定などについて助言を行い、全

庁の情報発信が効果的に行えるよう支援するこ

とで、それぞれの分野で本県が選ばれることを

後押ししていきたいと考えています。 
 次に、海外向けの情報発信と海外向けの大分

県紹介冊子についてですが、海外向け情報発信

は、必要に応じて海外に向けて発信したい情報

を、公益財団法人フォーリン・プレスセンター

を通じて登録している海外メディアに対しメー

ル配信をする予算です。大分県紹介冊子につい

ては、大阪・関西万博を契機に各国の要人の来

県が増加することを見据えて作成するものです。

県の概要をはじめ、特色ある風景や本県が誇る

産業などの写真に英語のコメントを添えて紹介

する写真集となる予定です。 
御手洗（朋）委員 もう要望になりますけど、

県内にも外国人がたくさんいると思うので、そ

ういった方と共に何かやる形、ほかのこともそ

うですが、例えば、さきほどの色覚の話も、当

事者の意見を聞いているのかなというところが

あるので、是非いろんなところに関わりのある

人たちを入れて、より充実させてほしいと思い

ます。 
吉村（尚）委員 よろしくお願いします。まず、
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予算概要の２６ページになります。スキルアッ

プ移住推進事業費についてですが、人口減少が

進んでいる中での地方創生の取組の一つとして、

移住、定住の取組が積極的に進められているか

と思うんですが、その中での今回の新しい取組

として、ファイナンシャルプランナーの資格取

得を選んだのはなぜなのかが１点。 
 それから、これまで行っているＩＴ技術講座

の受講によるＩＴスキルアップですが、これに

ついて、これまでのニーズもしくは成果はどう

なっているのかについてお伺いします。 
 それから、もう１点については、予算概要６

５ページの国際航空路線誘致・拡充促進事業費。

さきほど三浦正臣委員が質問されたので、この

中では特に一番労働環境的には厳しいだろうと

言われているグランドハンドリングの確保が中

心だろうと思うんですが、もう１点、この国際

路線が拡充していこうという中で、台北、いわ

ゆる中国語のできる通訳については、今後配置

されていくのか、もしくは今はもう配置されて

いるのかについてお伺いしたいと思います。 
工藤おおいた創生推進課長 私から２点お答え

します。 

 １点目、なぜファイナンシャルプランナーを

ということですが、ファイナンシャルプランナ

ーは、女性が取得したい資格の一つであり、か

つ採用する企業サイドでも、金融関連企業を中

心に、ファイナンシャルプランナーの資格があ

れば業務に役立つ、あるいはファイナンシャル

プランナーの資格を持っている方が望ましいと、

こういう採用ニーズも高いことから、新たに取

り組むこととしたものです。 
 それから２点目、ＩＴスキルアップのニーズ

と成果ということですが、ＩＴスキルアップの

ニーズについては、今年度の受講者数は、目標

の５０人に対して５２人と上回っている状況で

す。このため、来年度はさらに受講定員を２５

人増やし、７５人として取り組むこととしてい

ます。また、受講生のうち２０代、３０代が６

割と、若年者が多いのも特徴と考えています。 
 これまでの成果としては、事業開始の令和３

年度から昨年までの３年間の移住者数は１０４

世帯１５０人となっており、やはりこの中でも

２０代、３０代が７割を超えるなど、若年者の

移住、定住を促進する効果的な事業と考えてい

ます。 
 来年度は、ＩＴとこのファイナンシャルプラ

ンナーで１００名を目標としており、資格取得

から就職、移住まで一貫した支援により、若年

者を中心とした移住者の呼び込みに力を入れて

いきます。 
幸野交通政策企画課長 空港人材の誘致活動に

関する御質疑でした。 

 ９００万円を計上しているのは、地上支援業

務の中でも、航空機の誘導や手荷物の仕分け作

業等の業務に対して、日本にある空港の会社に

対する支援を予定しています。その中には、中

国語ができる通訳を中で用意しているかはちょ

っと把握していませんが、今度、台湾で就航す

るタイガーエア台湾から、受付業務に対して人

材が来るという話を聞いています。そういった

方は中国語がもちろんできますし、いろんな対

応ができるのではないかと考えています。 
吉村（尚）委員 ありがとうございました。二

つとも理解できましたけど、例えばファイナン

シャルプランナー、今回、移住の推進のために

ということですけれども、逆に、例えば移住し

た先でどのくらいお金がかかるのかとか、また

は、移住先の行政の支援策がどんなものがある

のかとかいうことも、このファイナンシャルプ

ランナーにも関わるような仕事にもなってくる

のかなとちょっと思うんですね。 
 そういう意味では、例えば行政が、ファイナ

ンシャルプランナーの資格を持つことによって、

移住、定住にもつなげていけることが、窓口対

応でも活用できるのかなとちょっと今思ったも

のですから、自治体職員に対しての呼びかけと

いうか、ファイナンシャルプランナーの資格を

取りませんかというようなことについて、少し

検討していただければと思います。 
 それから、空港の地上スタッフについては、

職員不足は喫緊かつ慢性的な課題であると聞い

ていますが、そんな中で人材確保という点でい

えば、これから国際線の拡充を考えていったと
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きに、例えば今後、特定技能の外国人だとか、

外国人大学生のインターンシップの積極的な受

入れなども通じて、人材確保に向けて、課題解

決に向けてやっていかれたらどうなのかなとい

うことについても、また検討いただければと思

います。よろしくお願いします。 
穴見委員 よろしくお願いします。４３ページ、

大分スポーツ地域元気創出事業費におけるアー

バンスポーツ等の振興についてお聞きします。 
 この事業は、アーバンスポーツの振興に寄与

する体験イベントや大会等を支援と記載があり

ます。２０２１年の東京オリンピック以降、ア

ーバンスポーツの注目も高まっており、携わる

人口も増えていると聞いていますので、喜ばし

いことだとは思うんですが、県内を見たときに、

アーバンスポーツの練習とか体験ができる場所

がまだまだ少ないのが現状ではないかなと感じ

ています。 
 体験イベント等の具体的な場所や競技の内容、

そしてまた支援方法がどういったものになるの

かをまず教えてください。 
 それと、今、大分市でも、議会でアーバンス

ポーツが体験できる施設の整備費用の予算議案

が上がっているようです。大分市は、よく見て

みると、ハード面での整備なのかなと感じてい

て、県はどちらかというとソフト面での支援な

のかなという印象を持っていますが、大分市と

その連携協力する部分があるのかないのか、そ

して、あるのであればどういったことなのか教

えてください。 
佐藤スポーツ振興室長 アーバンスポーツの振

興についてお答えします。 

 県ではこれまで、東京オリンピックでの日本

勢の活躍により人気が高まっていたスケートボ

ードの普及啓発を目的に、スケートボードの体

験教室の開催や小学校の全国大会を誘致してき

たところです。一方で、パリ・オリンピックで

新しい正式種目となったブレイキン、それと今

度行われるロサンゼルス・オリンピックの正式

種目に採用されたＳＡＳＵＫＥなど、多種多様

なアーバンスポーツが国内でも普及しています。

次年度以降は、アーバンスポーツ全体のさらな

る認知度向上や競技人口の拡大に取り組んでい

きます。 
 具体的には、新しく設立されるアーバンスポ

ーツの振興を目的とする民間団体が行う体験会

やイベント等に対して補助を考えています。開

催場所については、今後、調整していきたいと

考えています。 
 それと、大分市が来年度以降整備するアーバ

ンスポーツ施設については、今後、大分市や関

連する競技団体と連携して、体験会やイベント

の会場として活用することも検討していきたい

と考えています。 
穴見委員 ありがとうございます。理解できま

した。 

 １点だけ、さきほど中野委員が、大分スポー

ツ地域元気創出事業費全体の予算が昨年より増

えていると、どういった部分が拡充されたんで

すかということを聞かれていたんですが、この

アーバンスポーツ等の振興だけを見ても、昨年

と比べて三百数十万円ぐらい予算が増えていま

すが、どういった部分が拡充されるのか、教え

ていただければと思います。 
佐藤スポーツ振興室長 アーバンスポーツの予

算ですが、当然、これまでスケートボードだけ

でした。今後、ブレイキン、それと３ｘ３、そ

れとＳＡＳＵＫＥなど、競技が増えていきます

ので、その分予算が増えている状況です。 
佐藤委員 ありがとうございます。まず予算概

要３４ページの多文化共生推進事業費です。 

 若林部長の説明にあったので大方分かったん

ですけれども、外国人住民の地域支援モデルの

ある程度具体的な想定と、どういったものに支

援をしていくのかを教えてください。 
 それから、外国人総合相談センター、現状の

箇所数と実績、ちょっと最初の通告には入れて

いなかったんですけど、相談件数の実績と主な

相談内容が分かれば教えてください。 
 それから、日本語教室ボランティアの養成の

関係、現状何人ぐらいボランティアがいるのか、

そしてどういう仕事をしているのか、最終的に

どのくらいの人数を目指すのかを教えてくださ

い。 
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 それから、２点目の地域の芸術文化発展事業

です。これはさきほど、猿渡委員の質疑に対す

る説明で大方分かったので、もう内容はいいん

ですけれども、まず、まちなかアートの関係で、

国東半島芸術文化祭の中でもコンサートをして

いただけるということで、本当にありがとうご

ざいます。よろしくお願いします。 
 それから、地域の顔づくり支援ということで、

さきほどの説明で、これもシビックプライドを

想定しているということで、大変面白い事業だ

なと思います。ただ、シビックプライドは、芸

術分野だけではなくて、いろんな分野でまた拡

大して拡張していく必要があると思うので、是

非ともその辺の検討をよろしくお願いします。 
 それから、もう１点。これも若林部長の説明

があったんですが、県立美術館開館１０周年記

念事業です。式典と記念事業は分かったんです

けど、記念の展覧会があると思うので、その内

容を教えていただきたいと思います。 
田吹国際政策課長 お答えします。外国人支援

モデルについては、外国人のコミュニティ団体

や外国人の支援団体に対して、外国人住民に対

する生活オリエンテーションや地域住民との交

流行事などの活動を伴走支援します。 
 続いて外国人総合相談センターについてです

けれども、県のほか、宇佐市、豊後高田市、中

津市、竹田市の計５か所に設置しています。当

面のところ増設の予定はありませんが、相談窓

口の設置を含めて、外国人への支援について市

町村と連携しながら検討していきます。 
 それから、県の相談センターの実績は、すみ

ません、令和６年度が９月までの数字になるん

ですけれども、２２５件です。ちなみに、令和

５年度は３９２件となっています。相談内容に

ついては、やはり在留資格や雇用、労働、それ

から家庭の問題が多いようです。 
 続いて、日本語のボランティアについてです

が、令和２年から令和６年まで延べ４６９人を

養成しています。このボランティアの方々には、

地域にある日本語教室で、外国人に対して日本

語の教育をしていただいています。 
 それから、何人を目指すかというところなん

ですけれども、安心・元気・未来創造ビジョン

２０２４では、ボランティアの人数ではなく、

日本語教育が行き届くように、帯同家族の増加

を見越した日本語教室の参加者数を目標として

います。より多くの方々が日本語を学べるよう

に、引き続きボランティアの養成を行っていき

ます。 
宮成芸術文化振興課長 私から１０周年記念の

展覧会について御説明します。 

 企画展として、春と秋に１０周年の特別の記

念展を開催します。春が４月２６日から６月の

下旬まであるんですが、「ＬＩＮＫＳ－大分と、

世界と。」をテーマにして、例えばピカソのゲ

ルニカのタペストリーとか、あとセザンヌとか、

ふだん大分県で見ることはできない世界の巨匠

の近現代美術を御覧いただきたいと思っていま

す。 
 それから、秋にも１０周年の記念の企画展が

あり、こちらが「きらめく日本美術 １３００

年の至宝展」となります。古代から近世までの

大分ゆかりの国宝、重要文化財を含む、古美術

というか日本美術に特化した形で展覧会を開催

します。 
 そのほかにも、夏休みの期間にはチームラボ、

デジタルアート、それから冬休みには金曜ロー

ドショーとジブリ展というスタジオジブリの展

覧会を開く予定にしています。幅広い世代に楽

しんでいただけるように、１０周年ならではの

魅力的な展覧会を開いていきたいと思っていま

す。 
佐藤委員 ありがとうございます。多文化共生

ですけど、私ども豊後高田市もそうなんですけ

ど、多くの外国人が、しかも若い方が地域に入

ってこられています。なかなか言葉が通じない

ので、個々で話をする機会は少ないんですが、

例えば、事業でやっていますが、地域の子ども

たちと一緒にサッカーの試合をするとか、いろ

んな市民の世界にだんだん入ってきているんで

すよね。とてもいいことだと思っているので、

是非とも、こういう触れ合える機会、または、

おいでになる方も期間が決まっているので、積

極的に言葉を覚えようとはしていないところも
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あるので、その機会を増やしていただければあ

りがたいと思います。今後ともよろしくお願い

します。 
 それから、開館１０周年記念の展覧会なんで

すけれども、いろいろ変化に富んだ形で１０周

年の記念事業をやられることを本当にありがた

く思いますし、こういうアートの機会をいただ

けることは本当にいいと思っています。 
 一つ、チームラボの関係で、もうかなりいろ

いろ宣伝もされており、１０周年の目玉の一つ

だと思いますが、チームラボは、過去にも大分

市や宇佐八幡宮の境内とかでもやっているし、

それから豊後高田市でも３か所、常時展示をし

ています。 
 ただ、私が思うに、チームラボの本当に真骨

頂は、宇佐八幡宮とかでもありましたけれども、

屋外でやる、自然の中でアートの、本当に光で

表していく作品がすごいと思っています。佐賀

県の御船山楽園でかなり大規模にやっていて、

私は見に行きましたけれども、夜間になります

が、本当に面白い異次元の体験だなと思ってい

ました。ちょっともう今からでは無理かもしれ

ませんけれども、今回もできれば、展示室だけ

ではなくて、屋外それから町なかとかにも入っ

てやっても面白いのかなと思うので、今後また

検討いただければと思っています。 
吉村（哲）委員 ありがとうございます。私は

地域未来創造総合補助金について通告していま

したが、若林部長の説明と工藤課長の説明で十

分理解できました。これまでも、使いやすいも

のをと幾度となくお願いをしていましたが、地

域の県の最前線である振興局の持つ大きな補助

金だと思っています。これからも地域課題の解

決とか、その時々のニーズをしっかりつかみな

がら、より使いやすいものにその都度ブラッシ

ュアップしながら、地域課題解決に資する取組

となっていければいいのかなと思っています。

今後ともよろしくお願いします。 

澤田委員 よろしくお願いします。私からは２

５ページの若年者移住サポート事業費になりま

すけど、さきほど岡野委員からも質疑があった

ので、重なる部分に関しては割愛します。 

 その中で、企業連携による転職なき移住の推

進についてちょっと質疑したいんですが、地方

創生のテレワークの推進も絡めていると思うん

ですが、この企業連携、前年度、前々年度に協

定を結んでいると思うんですけれども、どうい

った基準で企業連携をしているのか。また、今

後の連携企業へのＰＲ計画があれば教えていた

だければと思います。 
 また、移住体験に関わる費用はどのぐらいま

で出しているのか。あと、宿泊というところに

あると思うので、何日ぐらい体験をさせている

のかというところ。あと、成功の割合。この制

度を活用して大分県に移住が決定した数が分か

れば、よろしくお願いします。 
工藤おおいた創生推進課長 この事業について

は昨年度から実施しており、まずは地域課題の

解決ということで、地域の現場に連携する企業

の社員にモニターツアーという形で入っていた

だきました。パートナーシップ宣言企業という

のは、おおむねそのモニターツアーに参加され

た企業が中心になっていて、昨年度は１５社、

今年度は１０社となり、関係を深めているとこ

ろです。 
 それから、２点目、移住体験の上限宿泊数な

んですが、これには宿泊数の上限は設けていま

せん。ただし、５日間以上滞在した場合は、交

通費、宿泊費相当８万円を上限に支援すること

としています。 
 それから、３点目、この事業による成果です

けども、昨年度からこの転職なき移住を進めて

いますが、実際、転職なき移住をされた方は、

この２年で９名となっています。 
澤田委員 ありがとうございます。分からなけ

れば結構なんですが、ちなみにこの９名は単身

者なのかどうかをお聞きしたいのと、あと、こ

のモニターツアーですが、移住先として大分県

内のいろんな市町村があると思うんですけど、

どういった選定で決めているのか。例えば、大

分市に限定しているということは多分ないと思

うんですが、要は、本人が希望する市町村に移

住させているのか、それとも何か立地条件がい

い、大分空港が近いとか、そういった交通体系
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がいいところに移住していくのか。いろんな選

択肢があると思うんですけれども、今この９名

はどちらに移住されているかが分かれば、お願

いします。 
工藤おおいた創生推進課長 すみません、この

９名は企業にお聞きした方になるので、どこに

お住まいかは把握していません。 
澤田委員 ありがとうございます、分かりまし

た。予算も前年度よりも増えて増額ということ

で、すばらしい取組だと思うので、大々的に、

大胆にやっていかないと、せっかく予算を付け

てやっているので、できればほかの市町村、自

治体とかは、例えば、実際に１か月間体験移住

していただいて、そこで１か月間住んで、地元

の方と触れ合いながら、本当にここに移住しよ

うかなという思いにさせることも計画している

ところもあります。 
 また、若年者であれば、恐らく単身世帯が多

いのかなとは思うんですが、所管は違うんです

けど、大分にはＯＩＴＡえんむす部とかがある

ので、そういったところと連携して、移住して、

結婚して、出産して、そして大分県に家族で移

住できるような、そういった前段階をしっかり

つくらないと、ＫＰＩがはっきりしないのかな

というところもあります。 
 また、企業に関しても、パートナーシップを

恐らく関東圏とか大都市部で結んでいくとは思

うんですが、やはりＫＰＩで、何社持ってくる

ことによって、何人ぐらい将来的に大分県にこ

の政策を使って移住させていこうかとか、そう

いった目標がもしなければ、しっかりそれを付

けながら予算を執行していただきたいと思うの

で、要望ですけれども、よろしくお願いします。 
福崎委員 それでは私から、三つほど質疑しま

す。まず一つ目が予算概要書１９ページ、県政

重点事業調査調整費についてお伺いします。 
 県政重点施策の推進等のため緊急に実施する

必要のある調査や研究、企画調整に要する経費

として２千万円が計上されていますが、私は初

めてこういうのを聞いたんですが、過去どのよ

うなケースで予算執行されたのか。また、予算

執行されるための何か条件等があるのか、教え

ていただけたらと思います。 
 それから、予算概要書６７ページ、地域公共

交通ＥＶ車両導入支援事業費についてです。こ

れは２０５０年カーボンニュートラルの実現を

図るために、公共交通事業者が行うＥＶ車両等

の導入に対する助成事業なんですが、このカー

ボンニュートラルの実現という観点から、民間

にＥＶ車両の助成を行うということで、いわゆ

る身内、例えば教育委員会はバスを抱えていま

すが、県庁内で所有するバスの買い替えとかに

対して、例えばカーボンニュートラル実現に向

けた観点というところから、何か働きかけとか

協議をされているのか、お尋ねしたいと思いま

す。特に、教育委員会が持っているので、教育

委員会に対して何かあったのかということでも

よいので、お願いします。 
 それから、予算概要書６９ページ、運輸事業

振興助成事業費についてです。 
 これは、軽油を燃料とする自動車を用いる運

輸事業に対しての支援、助成ということですが、

運輸事業者に聞くと、軽油よりガソリン代が高

いことがものすごく大きく影響しているという

ことで、できればそのことについて県として取

り組んでいただきたいという声をよく聞きます。

それで、運輸事業振興というところからいくと、

このガソリン代が高いことについて、生活環境

部や商工観光労働部が関係しているんですが、

企画振興部として、例えばこういう県民、県内

にある事業者が直面する大きな課題について、

庁内で検討協議会を設けるなどの考え方がない

のか、お尋ねします。 
鈴木政策企画課長 御質疑ありがとうございま

す。３点いただいたと思いますが、私からは１

点目、県政重点事業調査調整費についてお答え

します。 
 県政重点事業調査調整費では、県政重点施策

の積極的かつ効率的な推進にあたり、各部局相

互間にわたる緊急かつ解明すべき事項や総合的

立場から新たな施策の立案の検討など、適宜適

切な行政を執行するための調査、調整に要する

経費を計上しているものです。具体的には、２

部局以上に関連する事業の企画調整や広域的な
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事業の企画調整、急激な情勢変化に対応する事

業の調査、調整などを事業の対象としています。 
 過去の事例ですが、昨年９月に長期総合計画

を議決いただきましたけれども、例えば、そう

いった新たな長期総合計画の策定に向けた県政

に係る県民意識調査やツール・ド・九州の県内

開催に係るコース案の経済波及効果の推計など

を実施したところです。 
田原地域交通・物流対策室長 私から２点お答

えします。まず、教育委員会の所有するバスの

ＥＶ導入についてです。 

 カーボンニュートラルの達成や燃料高騰価格

の対策として、ＥＶバスやタクシーの導入が効

果的であることはもちろんのことです。その導

入が進むように、今年度から国が行う補助に合

わせて、本事業において取得費用の助成を行っ

ています。今年度は、大分バス株式会社が大型

ＥＶバス１台を導入して、つい先日、県庁で出

発式が行われました。実際に運用して、有効性

を確認していただいて、それを横展開していた

だく形で、事業者の車両購入への理解が深まり、

今後のさらなる導入が期待されるところです。 
 教育委員会が所有するスクールバスなどにつ

いても、地域の足の一つとして、カーボンニュ

ートラル実現のためにＥＶ化に取り組んでいく

必要性があります。このため、来年度から改定

作業を始める大分県地域公共交通計画において、

教育委員会が所有するスクールバスをはじめと

する公共交通のＥＶ化をどのように進めていく

かについて、各市町村及び各県の教育部局も構

成員となることになっているので、そこで協議

していきたいと考えています。 
 続いて、運輸事業にあたってのガソリン価格

についての質疑です。 
 福崎委員御指摘の事業は、運輸事業の振興の

助成に関する法律に基づいて、軽油を燃料とす

る自動車を用いる事業者の団体に対して、軽油

引取税の県の収入見込み額と営業用バス、トラ

ックの標準軽油使用料などから支援額を算出し

て、関係団体が行う事業に対して支援を行うも

のです。一方、福崎委員御指摘のとおり、ガソ

リンを含む燃油価格が高騰していて、この価格

変動については、運送事業者の経営に影響を与

える大きな要因であるということも認識してい

ます。 
 ただ、ガソリン価格の値付けについては、事

業者が判断することなので、県内の各部局で協

議会等というのは現時点では行っていません。 
 ただ、県においても、国の激変緩和対策と合

わせて、令和４年度から地域公共交通燃料高騰

緊急支援事業を行い、公共交通の事業者に対し

て、ガソリン、軽油、ＬＰガスなどの燃料の現

在の市場価格と過去３年平均の差額の一部を補

助しているところです。この事業は、今年の３

月末までを一応のめどとしていますが、４月以

降の支援については、国の動向を見極めながら

対応を検討していきたいと思っています。 
 また、燃料高騰を含む価格転化を後押しする

ため、トラック事業者に対しては、補正予算の

貨物自動車運送環境改善緊急支援事業において、

これはガソリン価格等によって決まりますが、

運賃や燃油のサーチャージに関する交渉記録の

提出を要件として、それぞれの事業者に支援金

を支給しているところです。 
森委員 それでは２点お伺いします。まず予算

概要３２ページ、国際政策課の海外ネットワー

ク強化対策事業費６，０３４万円のうち、海外

ネットワークの強化２，５６２万８千円。昨年

と比べると８６２万２千円の増となっています

が、昨年までは海外政府機関等との連携による

海外展開支援となっていましたが、この資料を

見ると、今年は本県ゆかりの人材を活用したマ

ッチングとあります。これについては具体的に

どのようなものか、県内企業の海外展開にどの

ように貢献するのか伺います。 
 続いて、４２ページ、これはさきほど若林部

長からも説明がありましたが、芸術文化振興課

の県立美術館開館１０周年記念事業費について

です。１０周年記念イベントや年間を通じたイ

ベントの見どころ、また１０周年を契機として、

さらなる来館者の増加や魅力向上にどのように

取り組んでいくのか伺います。 
田吹国際政策課長 本県ゆかり人材とのマッチ

ングについてお答えします。 
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 海外県人会や留学生ＯＢ・ＯＧなど、本県に

ゆかりがあり世界各地で活躍する人材が県内企

業と連携して海外展開に取り組む活動を支援し

ます。例えば、現地で商社を営む県人会の方が、

県内企業の商品を展示会においてＰＲを行う取

組や飲食店を経営する留学生のＯＢが、食材を

提供する県内企業と共同でメニュー開発を行う

取組などへの支援を想定しています。 
 それから、県内企業への貢献については、海

外展開において、現地の商慣行への理解とか、

人脈が不足している県内企業に対して、本県ゆ

かりの人材がそれを補完していくといった形を

想定しています。 
宮成芸術文化振興課長 １０周年記念イベント、

それから年間イベントの見どころについてお答

えします。年間を通して、子どもから大人まで、

またアートの初心者から本格的なファンまで誰

もが楽しめるよう、多彩なイベントを計画して

います。まず、家族で楽しめるイベントとして

は、アートのワークショップや、それから北村

直登さんによる即興アートの制作などが挙げら

れます。 
 それから、アートファンに向けては、ＯＰＡ

Ｍの田沢館長と日本文学の研究者であるロバー

ト・キャンベルさんの対談とか、ＮＨＫの日曜

美術館にも出演したアート系アイドルの和田彩

花さんのトークショー等を楽しんでいただきた

いと思っています。そのほかにも、ＯＰＡＭで

は初となるヨガとアート鑑賞のコラボレーショ

ンのイベントなどを開催し、アートの新しい魅

力を感じていただける様々な取組を計画してい

ます。 
 それから、さらなる来館者の増加、魅力向上

の取組ですけれども、来館者の増加のため、何

よりも魅力的な企画展を開催してファンの裾野

を広げることが大切だと思います。さきほども

説明しましたが、ピカソなどの巨匠の作品を紹

介する１０周年記念展、それからチームラボな

ど多彩な展覧会を通して、リピーターの増加に

つなげたいと思っています。それから、小学生

の招待事業も行うんですが、そういった取組も、

将来のアートファンの拡大につながると思って

います。 
 そのほかにも、魅力向上の取組として、これ

まで以上に親子で気軽にＯＰＡＭに来ていただ

けるように、キッズスペースを充実させること、

それからアトリウムに新しいアート作品を設置

して、アトリウムのイメージを刷新するといっ

たことに取り組んでいきたいと思っています。 
森委員 ありがとうございました。ＡＰＵや豊

後大野市でいくと犬飼町の若鮎国際交流会のこ

となど、大分県と長く関わっている団体もある

ので、是非とも今後活用願いたいと思います。 
 夏休みにはチームラボのイベントもあるとい

うことで、久しぶりに大分でチームラボが見ら

れるということで、ＯＰＡＭの１０周年を期待

しているので、よろしくお願いします。 
成迫委員 私からは予算概要４１ページ、地域

の芸術文化発展事業費について質疑を準備して

いたのですが、猿渡委員の質疑からの答弁で内

容についてはよく理解できました。本事業をき

っかけに地域の芸術文化が発展していくことを

期待しているので、引き続きどうかよろしくお

願いします。 
大友委員長 以上で事前通告者の質疑を終了し

ました。 

 ほかに質疑のある方は、挙手をお願いします。 

末宗委員 予算概要の１９ページ、目が悪くて

見えないのだけど県政重点事業調査調整費、こ

れは中身が何にも書いてないけど、僕は県議会

に出て随分長いんだけど、大分県が何を目指し

ているか、いまだによく分からないのよ。僕が

見ると、大分県というのは、新産都ができてか

ら、一つの政策ができたんだけど、あれが完成

してから、どんな方向に進んでいるか、大分県

は分からない。政策県庁とか言うけど、何を目

標で、どんな成果を上げてきたのか。 
 今、大分県の人口が１１０万人ぐらいか、も

うすぐ１００万人を切るんだろうけど、もう人

口は大分市に集中して、佐伯市から日田市から

県北から、どこももう廃ってるんだけど、そう

いうのを目標にも書いているけど、効果が全然

分からない。そこあたりは、どんなふうに使う

のか、ちょっと教えて。 
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鈴木政策企画課長 御質疑ありがとうございま

す。予備費をどういうことに使うかでよろしい

でしょうか。それについて、調整費ですけれど

も。調整費については、当初予算で見込んでい

たもの以外に緊急的に措置しなければいけない

案件とか、社会情勢が変わったというときに調

査、調整するための経費として計上しているも

ので、年度当初に、今、ここの予算だと２千万

円を計上しており、その中身については、執行

する中で緊急的にこの事業をするという協議が

あれば、それに沿って協議して、審査の下で執

行、充当しているものです。現段階で、何に充

てるといったところはありません。 
末宗委員 要するに、中身は何も具体的なのは

ない予算か。 

 それで、政策県庁、大分県の政策を立案する

のが企画振興部だと思うんだけど、それが何に

も見えない。例えば、企画振興部が三つぐらい

目標を立てたら、日本が失われた３０年と今言

われている。そしたら、僕は高度成長時代に育

ったんだけど、高度成長時代が十四、五年あっ

た。失われた３０年がその倍や。そんな失われ

たここ１０年だったら、もう失われた４０年な

るのか、失われた５０年になるのか、見通しが

つかない。そういう希望も目標も何もない。そ

れに、県民に目標を立てて、大分県はどんな方

向に行くか、それを立案するのが大分県の企画

振興部だと思うんだけど、そういう意識が全く

ないで、例えばトランプ政権のイーロン・マス

クだったら、もうおたくたちの課はなくなるん

じゃないかというような、そういう状況に置か

れているんじゃないかと私は思うのよね。そう

いう大分県の目標をつくろうという気はないの

かね。ちょっとそこあたり、よろしく。 
鈴木政策企画課長 県としての方向性というか

目標ですけど、昨年９月に策定した長期総合計

画の中では、基本目標として、誰もが安心して

元気に活躍できる大分県、そして知恵と努力が

報われ未来を創造できる大分県にすることを基

本的な目標としています。そのために、誰もが

いきいきと活躍できる共生社会おおいた、そし

て魅力、ブランド力が高まり、また移住、定住

とか、企業、いろんな方から選ばれるおおいた

の実現を目指しているものです。 
末宗委員 もうおたくに言ってもつまらんごた

るけん、質問方々要望も含めて部長に。部長は

確か東京の総務省から来たんやね。将来、偉く

なるか分からんき、あんたがどっかの知事にな

ったら、私の言うたのを覚えちょって、俺が知

事になったらこれだけは目標を立ててやるんだ

とか、そういう目標を立てて。じゃないと、こ

の日本がもう本当に廃れていく一方。もう韓国

よりも１人当たりの国民所得は低くなっている。

中国なんか、もう全く見られない国が日本を今

脅し続けている。そういう状況から、この日本

をどのような明るい方向に持っていくか、そこ

あたりが企画振興部の本分じゃないかと思うけ

ど、部長、答弁よろしく。 
若林企画振興部長 大変難しい御質疑をいただ

いたと思います。末宗委員が失われた３０年と

申していましたけど、やはりこの間の行政、県

だけでなくて国全体のことを考えても、やはり

経済がなかなかかつてのように上向きではいか

ないであろうこととか、高齢化が急速に進行し

ていくことが見込まれる中で、やはり行財政改

革を中心に、それにどう対応していくかという

中で、かつてのような思い切ったことを出すと

いうのがなかなか難しい環境であったというの

も事実であろうと思います。また、先般、コロ

ナ禍という未曽有の経験したことのない感染症

による様々な落ち込みというものがあって、今、

人口減少の加速化に直面している状況だと思い

ます。 
 ただ、その中でも、この１０年間、地方創生

という形で、今の政権も改めてそれを再スター

トすると申していますけれども、そういった中

でも様々な努力をしてきたというのも事実です。

県内各地域でそういった新たな外部から来た人

材、あるいはまた、引き続きシビックプライド

という話もありましたが、この地域で頑張って

いこうとしている方々がいるのも事実ですので、

さきほど申し上げた新しい県政の下でつくった

このビジョンの中で、しっかりそういったもの

を引き続き伸ばしていくことが大事だと思いま
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す。簡単な課題ではありませんが、全庁一丸と

なって明るい大分県を目指していくことで、引

き続き御指導いただければと思います。 
太田委員 すみません、通告していませんが予

算概要５１ページの選ばれるおおいた情報発信

推進事業費の中のＤＸ・デジタルマーケティン

グの推進とあるんですが、表には選ばれるおお

いたの実現を図るためという、非常に抽象的で

ターゲットがよく分からないのと、この成果を

その後どう利用して、どこにその成果を反映し

ていこうとしているのか、ちょっと見えないの

と、この中に外部人材を活用してとあるんです

が、この事業をどう進めていくのか、その辺の

スキームを具体的に教えてほしいんですが。 
柴北広報広聴課長 ＤＸ・デジタルマーケティ

ングの推進ですが、当課としては、デジタルマ

ーケティングに長けた外部人材を令和４年度か

らお願いしており、この方に、実際その企画を

つくるところから、どういった広報媒体を選ぶ

のか、ターゲットをどうするのかという具体的

なアドバイスをいただき、事業を推進していま

す。 
 選ばれるおおいたの具体的な内容としては、

さきほど政策企画課長が申し上げた新しいビジ

ョンの目標の中に、共生社会おおいたと選ばれ

るおおいたが実現できるという目的があるので、

これに沿って各課が行う観光や移住など、企業

立地の事業の後押しをするような広報をしてい

きたいと考えています。 
太田委員 非常に欲張りすぎて、ターゲットが

絞り込めていないので、結果的に何の成果が得

られたのかが乏しくなって、それをまたフィー

ドバックして、どこの課にどういうふうにとい

う、データの量がすごく希薄なものになってし

まって、成果としての検証が非常に分かりづら

いのではないかと思うんですよ。だから、毎年

同じようなことを、この中の事業も相当似たよ

うなことばっかりしていますが、果たして、そ

の成果をしっかり捉えて、その成果を次の年の

政策にフィードバックできているのかがちょっ

と気になるんですが、その辺はどうお考えです

か。 

柴北広報広聴課長 成果ということで、少々お

待ちください。具体的には、県が行う情報発信

の事業の中でアドバイスをいただいた結果、前

年度よりも１．４倍の申込者があったなど、そ

ういった成果にはつなげるようにしています。 
大友委員長 ほかに質疑はありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

大友委員長 ほかに質疑もないので、これをも

って企画振興部関係予算に対する質疑を終わり

ます。 

 以上で本日の審査日程は終わりました。次会

は１７日午前１０時から本議場で開きます。 

 これをもって、本日の委員会を終わります。

お疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


